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Konan

市の財政状況をお知らせします

後期高齢者医療制度が始まります

公立甲賀病院救急医療一部休止のお知らせ

湖南タウンメールをご利用ください

女性に対する暴力は人権侵害です
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市税
82 億 6,917 万円

民生費
37 億 4,071 万円  

教育費
25 億 1,478 万円 

総務費
24 億 2,559 万円  

衛生費
18 億 6,082 万円 

公債費
18 億  381 万円 

土木費
14 億 2,939 万円  

消防費
6 億 1,475 万円

農林水産業費
2 億 7,442 万円

その他
8 億 8,821 万円

国庫・県支出金
16 億 8,600 万円

市債
16 億 5,060 万円

地方交付税
10 億 8,137 万円

地方譲与税
6 億 2,634 万円

分担金及び負担金
6 億  453 万円

地方消費税交付金
5 億   96 万円

その他
13 億 6,395 万円

　

歳
入
総
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
5
千

1
2
8
万
円（
0
・
3
％
）の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
税
に
お
い
て
は
、
法
人
税
割
が
16
・

5
％
、
所
得
割
が
12
・
6
％
増
加
し
ま
し

た
が
、
た
ば
こ
税
が
17
・
2
％
減
少
し
税

収
全
体
で
は
2
億
2
千
6
0
4
万
円（
2
・

8
％
）の
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
が
2
億
5
千
3
8
8

万
円（
21
・
3
％
）の
減
、
地
方
交
付
税
が

4
億
1
千
4
2
8
万
円（
27
・
7
％
）の
減

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
財
源
補
て
ん
の

た
め
の
繰
入
金
が
3
億
3
千
27
万
円（
85
・

2
％
）の
減
、
市
債
が
合
併
特
例
事
業
債
の

発
行
な
ど
で
4
億
8
千
6
3
0
万
円（
41
・

8
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
決
算

一
般
会
計

　

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
歳
入
総
額
1
5
7
億

8
千
2
9
2
万
円
、
歳
出
総
額

１
５
５
億
5
千
2
4
8
万
円
と

な
り
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
か

ら
平
成
19
年
度
へ
繰
り
越
し
た

事
業
の
財
源
1
億
5
千
8
4
6

万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
額

は
、
7
千
1
9
8
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

市税　市民の皆さんからの税金
国庫・県支出金　特定の事業に対して国・県から交付され
　　　　　　　　たお金
市債　国・県・銀行などから借り入れたお金
地方交付税　財政状況に応じて国から交付されたお金
地方譲与税　国税の一部を譲与されたお金
分担金及び負担金　保育料、学校給食費負担金などの収入
地方消費税交付金　地方消費税の一部を交付されたお金
その他　（各種交付金、繰入金、諸収入など）

民生費　お年寄り、障がい者、子どもへの福祉など
教育費　幼稚園、学校、社会教育関係など
総務費　コミュニティバス運行対策、財産管理など
衛生費　保健、ごみ収集、公害対策など
公債費　市債（借り入れたお金）の返済
土木費　道路、河川、公園の整備など
消防費　消防、災害対策など
農林水産業費　農業振興、農道整備など
その他　（議会費、商工費など）

歳　
　
　
　

入

歳　
　
　
　

出

　

歳
出
総
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
2
億
7

千
1
7
4
万
円（
1
・
8
％
）の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
も
多
か
っ
た
の
は
全
体
の
24
・
1
％

を
占
め
る
民
生
費
で
す
。
児
童
手
当
の
支

給
対
象
年
齢
拡
大
な
ど
に
よ
り
1
億
2
千

3
9
7
万
円（
3
・
4
％
）の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
い
で
多
か
っ
た
教
育
費
は
、
2
億

6
3
8
万
円（
8
・
9
％
）の
増
と
な
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、石
部
南
小
学
校
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
造
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

総
務
費
に
つ
い
て
は
、
1
億
3
千
73
万

円（
5
・
1
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

指標で見る財政事情
財政指標 湖南市 各指標の意味

経常収支比率 96.0%
地方自治体の財政の弾力性を示す指標。人件費、扶助費、公債費などの経常的経費に市税や交付税など
経常的に収入される一般財源がどの程度充当されているかを示す指標。比率が低いほど財政構造の弾力
性が高いことを示す。

財 政 力 指 数 0.919 地方自治体の財政力の強弱を示す指数で、１に近くまたは超えるほど財源に余裕があるものとされている。

公債費負担比率 17.6% 地方自治体の財政構造の弾力性を判断する指標。公債費に充当された一般財源の一般財源総額に占める
割合を表す比率。15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされている。

実質公債費比率 15.1%

平成18年度に地方債制度が許可制から協議制に移行したことに伴い導入された指標で、公債費による財
政負担の度合いを示すもの。一般会計の公債費負担に加え、公営企業（特別会計）の公債費への一般会計
からの繰出金、一部事務組合の公債費への負担金など公債費類似経費を算入しているのが特徴で、いわ
ば連結決算の考え方を導入している。この比率が18％を超えると地方債の発行に県の許可が必要になり、
25％を超えると地方債の発行が制限される。

起債制限比率 11.4% 地方公共団体における公債費による財政負担の度合いを示す指標の一つ。20％を超えると地方債の発行
が制限される。

歳
入

歳
出

　市民の皆さんに市の財政について理解し

ていただくために、財政状況を５月と11月

に公表しています。

　今回は平成18年度決算の概要と平成19年

度上半期の予算執行状況をお知らせします。

市の財政状況をお知らせします
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○平成18年度　各会計決算額
会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一　　 般　　 会　　 計 157億8,292万円 155億5,248万円 2億3,045万円

特
別
会
計

土地取得事業特別会計 3億 819万円 3億 819万円 0円

住宅新築資金等貸付特別会計 2,447万円 6,494万円 ▲4,047万円

国民健康保険特別会計 47億3,181万円 45億3,511万円 1億9,671万円

老人保健事業特別会計 24億5,848万円 24億4,443万円 1,406万円

介護保険特別会計 16億9,983万円 16億6,007万円 3,976万円

公共下水道特別会計 28億7,889万円 28億2,325万円 5,564万円

企
業
会
計

上水道事業会計
収益的収支 13億5,552万円 13億2,265万円 3,287万円

資本的収支 1億 325万円 3億7,432万円 ▲2億7,107万円

訪問看護ステーショ
ン事業特別会計

収益的収支 2,271万円 2,196万円 75万円

資本的収支 0円 0円 0円

合　　　計 293億6,607万円 291億　740万円 2億5,870万円

議会費　　
議員報酬・手当 9,892万円
総務費　　
西庁舎改修事業 799万円
コミュニティバス運行対策費 7,259万円
コミュニティバス購入事業 1,489万円
行政事務組合負担金 3,242万円
ネットワーク構築事業 2,415万円
総合計画策定事業 943万円
滋賀県知事選挙費 2,028万円
滋賀県議会議員選挙費 553万円
固定資産税評価替事業 1,818万円
民生費　　
障害者支援費 3億3,431万円
福祉医療費 2億9,280万円
生活保護費 2億4,156万円
児童手当支給事業 5億5,574万円
老人保護措置費 3,479万円
国民健康保険特別会計（事業勘定）繰出金 2億4,362万円
介護保険特別会計繰出金 2億2,532万円
衛生費　　
甲賀病院関係負担金 2億1,032万円
行政事務組合負担金（ごみ・し尿） 5億 517万円
一般廃棄物処理経費 3億1,933万円
パッカー車購入費 680万円
国民健康保険特別会計（施設勘定）繰出金 1億円
老人保健事業特別会計 2億  749万円
労働費　　
シルバー人材センター補助金 1,568万円
共同福祉施設管理運営経費 1,265万円
女性センター管理運営経費 507万円

農林水産業費　　
農業委員会費 1,464万円
農業用水再編対策事業 3,183万円
県営経営体育成基盤整備事業 3,661万円
ふるさと農道緊急整備事業 2,019万円
県営農道環境整備事業 1,058万円
商工費　　
商工会補助金 2,380万円
観光物産協会補助金 830万円
土木費　　
市道新設改良事業 1億3,862万円
甲西橋改築事業 3,070万円
河川改修事業 1,321万円
甲西駅周辺整備事業 1億1,769万円
柿ヶ沢公園整備事業 5,602万円
市営住宅改修事業 2,958万円
消防費　　
耐震性貯水槽新設事業 2,112万円
行政事務組合負担金（消防） 5億1,841万円
教育費　　
要保護準要保護児童生徒就学援助費 2,074万円
奨学資金給付事業 2,125万円
公民館管理運営経費 5,197万円
石部南小学校耐震補強・大規模改造事業 2億7,287万円
私立幼稚園振興対策経費 6,659万円
社会体育施設整備事業 2,808万円
図書館図書購入事業 2,274万円
公債費　　
元金償還 14億2,457万円
利子償還 3億7,925万円
諸支出金　　
基金積立金 5億2,247万円

平成18年度の主な歳出（一般会計）

　

一
般
会
計
と
6
つ
の
特
別
会
計
、
2
つ
の
企
業
会
計
の
総
額
は
歳
入

が
2
9
3
億
6
千
6
0
7
万
円
、
歳
出
が
2
9
1
億
7
4
0
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
決
算

特
別
会
計
・
企
業
会
計
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市
で
は
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け

て
各
部
課
が
提
案
し
た
新
規
事
業
・
拡

充
事
業
・
縮
小
廃
止
事
業
な
ど
の
案
に

つ
い
て
、
市
長
と
財
務
当
局
が
ヒ
ア
リ

ン
グ（
聴
き
取
り
）を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
検
討
し
た
結
果
を
公
表
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
の
参
考
と
し
、
意
見
に
対
す

る
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
当
初
予

算
の
概
要
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
財
務
課
、
情
報
公

開
室（
東
庁
舎
）、
市
民
生
活
課（
西
庁

舎
）、
各
出
張
所
、
石
部
南
公
民
館
、

各
会
館
、
三
雲
教
育
集
会
所
、
各
図
書

館
、
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
意
見
用
紙

に
記
入
し
、
そ
の
場
で
提
出
す
る
か
、

郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
11

月
16
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
送
っ
て

だ
さ
い
。

※
意
見
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

財
務
課〔
東
庁
舎
〕（
〒
５
２
０
|

３

２
８
８
住
所
記
載
不
要
）�

�
71
◦
2
3
1
7

�
72
◦
2
0
0
0

zaim
u@city.konan.shiga.jp

平成20年度予算の新規・拡充・
縮小廃止事業などへの意見を
お寄せください

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
1
8
1
億
1
千
万
円
で
し

た
。
そ
の
後
、
緊
急
性
・
必
要
性
の
生
じ
た
事
業
に
つ
い
て
、
8

千
3
7
4
万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
、
9
月
30
日
現
在
の
予
算
額
は

1
8
1
億
9
千
3
7
4
万
円
で
す
。

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
下
半
期
も
効
果
的
・
効

率
的
な
事
業
執
行
を
徹
底
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
予
算
執
行
状
況

科　目 予　算　額 執 行 済 額 執行率
（％）

議 会 費 1億7,067万円 7,351万円 43.1
総 務 費 25億 755万円 11億2,918万円 44.8
民 生 費 39億5,499万円 18億1,774万円 46.0
衛 生 費 17億4,772万円 8億 278万円 45.9
労 働 費 7,553万円 4,240万円 55.8
農林水産業費 5億2,080万円 1億1,218万円 21.5
商 工 費 1億2,966万円 7,926万円 61.1
土 木 費 24億9,297万円 2億7,048万円 10.8
消 防 費 7億7,600万円 2億8,555万円 36.8
教 育 費 35億7,337万円 9億2,762万円 26.0
公 債 費 19億1,192万円 7億8,381万円 41.0
諸 支 出 金 3億 256万円 84万円 0.3
予 備 費 3,000万円 0円 0.0
合 計 181億9,374万円 63億2,535万円 34.8

会　　計　　名 予　算　額 収入・執行済額 収入・執行率
（％）

土 地 取 得 事 業
特 別 会 計

収入 3億 69万円 1億5,103万円 50.2
支出 1億5,103万円 50.2

住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 特 別 会 計

収入 5,046万円 1,075万円 21.3
支出 4,047万円 80.2

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

収入 51億 799万円 20億1,621万円 39.5
支出 20億8,314万円 40.8

老 人 保 健 事 業
特 別 会 計

収入 28億5,110万円 12億1,053万円 42.5
支出 11億 413万円 38.7

介 護 保 険
特 別 会 計

収入 18億9,768万円 8億7,596万円 46.2
支出 6億9,577万円 36.7

公 共 下 水 道
特 別 会 計

収 入 31億7,885万円 4億3,188万円 13.6
支 出 6億9,513万円 21.9

会　　計　　名 予　算　額 収入・執行済額 収入・執行率
（％）

上水道事業
会計

収益的
収入 13億2,235万円 6億4,226万円 48.6
支出 13億3,740万円 4億3,233万円 32.3

資本的
収入 4億 275万円 3,698万円 9.2
支出 6億9,157万円 1億3,013万円 18.8

訪 問 看 護
ステーション
事業特別会計

収益的
収入 2,331万円 1,251万円 53.7
支出 2,331万円 1,080万円 46.3

科　目 予　算　額 収 入 済 額 収入率
（％）

市 税 89億9,116万円 49億8,291万円 55.4
地 方 譲 与 税 1億9,000万円 5,372万円 28.3
県 税 交 付 金 7億3,570万円 3億6,653万円 49.8
地方特例交付金 6,000万円 5,207万円 86.8
地 方 交 付 税 9億7,000万円 4億9,518万円 51.0
交通安全対策
特 別 交 付 金 1,000万円 0円 0.0

国 庫 支 出 金 12億2,526万円 2億3,551万円 19.2
県 支 出 金 9億7,792万円 1億5,537万円 15.9
分 担 金 及 び
負 担 金 6億2,657万円 2億1,218万円 33.9

使 用 料 及 び
手 数 料 2億1,910万円 9,695万円 44.2

財 産 収 入 1,617万円 280万円 17.3
寄 附 金 10万円 0円 0.0
繰 入 金 4億3,454万円 0円 0.0
繰 越 金 3,598万円 3,598万円 100.0
諸 収 入 2億5,444万円 6,496万円 25.5
市 債 34億4,680万円 0円 0.0
合 計 181億9,374万円 67億5,416万円 37.1

歳入 歳出

特別会計

公営企業会計

（
9
月
末
現
在
）
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財政状況　今後の見込み（普通会計）

   

市
の
財
政
は
危
機
状
態

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
歳
出
削

減
な
ど
の
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
景
気
の

低
迷
に
よ
る
法
人
関
係
の
税
を
中

心
と
し
た
税
収
の
著
し
い
落
ち
込

み
は
大
き
く
回
復
せ
ず
、
人
口
増

加
に
伴
う
行
政
需
要
の
拡
大
、
国

の
要
請
に
呼
応
し
た
公
共
事
業
の

実
施
に
よ
る
市
債
残
高
の
増
加
な

ど
の
要
因
に
よ
り
、
本
市
の
財
政

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

現
時
点
で
、
一
定
の
条
件
で
の

試
算
を
し
た
と
こ
ろ
下
表
の
と
お

り
、
平
成
20
年
度
で
お
お
む
ね
8

億
5
千
万
円
、
21
年
度
で
5
億
4

千
万
円
、
22
年
度
で
2
億
8
千

万
円
の
収
入
不
足
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

   

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に

　

こ
の
原
因
と
し
て
は
、
ま
ず
合

併
直
前
の
平
成
16
年
度
か
ら
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
三
位
一

体
の
改
革
」に
よ
る
国
庫
補
助
負

担
金
の
大
幅
な
削
減
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
加
え
て
、
そ
れ
に
伴
う
税

源
移
譲
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減

な
ど
で
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い

て
も
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
合
併
し
て
い
な
い

同
規
模
の
自
治
体
と
比
較
し
て
職

員
数
や
施
設
な
ど
、
ス
リ
ム
化
の

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
基
金
を
取
り
崩
す

な
ど
の
緊
急
避
難
的
な
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
財
政
調
整
基
金
残

高
が
枯
渇
寸
前
と
な
る
な
ど
、
危

機
的
な
状
況
で
す
。

   

進
む
改
革
へ
の
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17

年
度
に「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」、
本

年
8
月
に
は「
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
一
層
進
め
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
な
改
革
の
視
点
と
し

て
、「
市
民
の
視
点
」「
経
営
の
視

点
」「
人
材
の
視
点
」
の
3
つ
を

掲
げ
、
こ
れ
ら
の
視
点
に
照
ら
し

市
の
役
割
と
行
政
運
営
の
あ
り
方

を
再
検
証
し
、
歳
出
全
般
の
徹
底

し
た
見
直
し
と
最
大
限
の
歳
入
確

保
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

   

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
へ

　
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き

事
務
事
業
の
廃
止
や
縮
小
、
進
度

調
整
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な

ど
、
行
財
政
改
革
を
早
急
に
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
こ
の
改
革
を
着
実
に
実
行
す

る
こ
と
に
よ
り
財
政
危
機
を
回
避

し
、
真
に
自
立
し
た
財
政
基
盤
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、「
市
総
合

計
画
」に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の

6
つ
の
目
標
に
重
点
的
、
戦
略
的

に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
力
を
高

め
て
い
く
な
か
で
、
安
定
的
な
税

収
確
保
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
、

持
続
可
能
な
活
力
に
満
ち
た
湖
南

市
を
築
く
道
筋
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を
む
し

ろ
湖
南
市
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
と
す

る
た
め
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
、
具
体
的
な
財
政
状
況
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
7

�
72
◦
2
0
0
0

財
政
危
機
回
避
の
た
め
に

　歳　入�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
年度　 

　区分
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

実績 計画 計画 計画 計画
市 税 8,269 8,800 8,900 9,000 9,000 
地 方 譲 与 税 626 190 200 200 200 
利 子 割 交 付 金 25 22 22 22 22 
配 当 割 交 付 金 24 20 20 20 20 
株式等譲渡所得割交付金 23 25 25 25 25 
地 方 消 費 税 交 付 金 501 500 500 500 500 
ゴルフ場利用税交付金 41 41 40 40 40 
自 動 車 取 得 税 交 付 金 127 124 125 125 125 
地 方 特 例 交 付 金 203 60 60 60 20 
地 方 交 付 税 1,081 950 1,000 970 900 
交通安全対策特別交付金 11 10 10 10 10 
分 担 金 及 び 負 担 金 340 354 350 350 350 
使 用 料 及 び 手 数 料 470 450 450 450 450 
国 庫 支 出 金 936 1,300 1,250 1,250 1,150 
県 支 出 金 750 750 700 700 700 
財 産 収 入 68 16 20 20 20 
寄 附 金 5 1 1 1 1 
繰 入 金 81 335 0 0 0 
繰 越 金 288 36 0 0 0 
諸 収 入 223 214 210 210 210 
地 方 債 1,651 3,976 3,211 2,940 1,898 

( うち合併特例債） 884 3,102 2,561 2,290 1,248 
歳　入　合　計 15,743 18,174 17,094 16,893 15,641 

　歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�（単位：百万円）
年度　

　区分
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
　実績 計画 計画 計画 計画

人 件 費 3,312 3,300 3,220 3,180 3,150 
扶 助 費 1,851 1,900 1,950 1,950 1,950 
公 債 費 2,134 2,221 2,669 2,539 2,704 
物 件 費 2,773 2,700 2,650 2,650 2,650 
維 持 補 修 費 34 36 100 100 100 
補 助 費 等 1,921 1,852 1,850 1,850 1,850 
繰 出 金 1,522 1,418 1,400 1,400 1,400 
投 資・ 出 資・ 貸 付 金 44 35 40 40 40 
積 立 金 578 304 305 395 10 
普 通 建 設 費 1,384 4,738 3,766 3,331 2,072 
（うち合併特例事業） 523 4,143 3,181 2,746 1,422 

歳　出　合　計 15,553 18,504 17,950 17,435 15,926 

差　引　額 190 ▲ 330 ▲ 856 ▲ 542 ▲ 285
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〈
対
象
は
？
〉

　

現
在
の
老
人
保
健
制
度
の
対
象
と
同
じ
、
75
歳

以
上
の
す
べ
て
の
人
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
で
す
。

〈
ど
う
変
わ
る
の
？
〉

　

平
成
20
年
3
月
31
日
の
時
点
で
す
で
に
対
象
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
4
月
1
日
か
ら
今
ま
で
加
入

し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
健

康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
へ

と
移
行
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
4
月
1
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
は
自
動
的
に
行
わ
れ
、
各
自

で
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？
〉

　

保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
す
べ
て
の
加
入
者
が

納
め
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
県
内
統
一
の
保
険
料
率
と
算
定
方

法
で
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
率
は
、
11
月

に
開
催
さ
れ
る
広
域
連
合
議
会
で
決
定
し
ま
す
。

     

納
付
方
法

　

原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
と
同
様
に
、
毎
回
年

金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す（
特
別
徴
収
）。

　

た
だ
し
、
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
や
、

介
護
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
を

合
わ
せ
た
額
が
、
年
金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
る

場
合
は
、
市
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
ま
す（
普
通
徴
収
）。

　

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
今
後
の『
広
報
こ
な
ん
』

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
保
険
証
は
ど
う
な
る
の
？
〉

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
一
人
に
一

枚
発
行
し
ま
す
。
平
成
20
年
3
月
31
日
時
点
で
75

歳
以
上
の
人
へ
は
3
月
末
日
ま
で
に
、
4
月
1

日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人
へ
は
誕
生
日
ま
で
に

お
届
け
し
ま
す
。

〈
窓
口
負
担
は
ど
う
な
る
の
？
〉

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
の
負
担
は
、
基
本

的
に
今
の
老
人
保
健
制
度
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

か
か
っ
た
費
用
の
1
割（
現
役
並
み
所
得
の
人
は

3
割
）を
負
担
し
ま
す
。

〈
市
と
広
域
連
合
の
役
割
〉

　

市
が
窓
口
と
な
り
、
各
種
届
出
の
受
付
や
保

険
料
徴
収
、
被
保
険
者
証
の
引
き
渡
し
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
2
月
1
日
に
設
立
さ
れ
、
制
度
施

行
の
準
備
を
進
め
て
い
る「
滋
賀
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」は
、
県
内
す
べ
て
の
市
町
が
加

入
し
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
運
営
、
加
入

者
の
資
格
管
理
・
保
険

料
に
関
す
る
こ
と
や
保

険
給
付
の
支
給
決
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。

※
な
お
、
現
在
国
で
は
、

後
期
高
齢
者
の
医
療

制
度
の
一
部
見
直
し

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

内
容
に
つ
い
て
は
今

後
変
更
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
が
訪
れ
る
な
か
、
今
後
も
安
定
し
た
医
療
制
度
を

続
け
て
い
く
た
め
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
る
高
齢
者
の
医
療
制
度

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

新
し
い
高
齢
者
の
医
療
制
度

 
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　

が
始
ま
り
ま
す

■問い合わせ先
　保険年金課〔東庁舎〕
　�71◦2324　�72◦2460
　滋賀県後期高齢者医療広域連合
　�077◦522◦3013　�077◦522◦3023
　http://www.shigakouiki.jp/

後期高齢者医療制度ってなに？
平成20年
4月から
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先
月
、
滋
賀
県
市
長
会
の
研
修

で
、
北
海
道
の
夕
張
市
へ
行
き
、

財
政
破
綻
し
た
夕
張
市
の
実
情
を

見
て
き
ま
し
た
。

　

国
や
県
が
市
町
村
へ
の
お
金
の

配
分
を
削
り
続
け
る
一
方
、
市
民

か
ら
の
要
望
が
多
様
化
す
る
な
か

で
、
財
政
破
綻
は
各
自
治
体
の
関

心
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
意
外
に
も
こ
れ
ま
で
夕
張

市
役
所
を
訪
れ
た
の
は
議
員
と
学

者
ば
か
り
で
、
市
長
が
訪
ね
て
き

た
の
は
初
め
て
だ
と
逆
に
驚
か
れ

ま
し
た
。

　

夕
張
市
は
か
つ
て
は
人
口
11
万

人
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
石
炭

の
需
要
が
減
り
続
け
る
な
か
で
発

生
し
た
北
炭
夕
張
事
故
な
ど
も
背

景
に
、
国
が
石
炭
政
策
を
大
き
く

転
換
し
、
す
べ
て
の
炭
鉱
を
閉
め
、

今
の
人
口
は
1
万
2
千
人
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
は
閉
山
対
策
と
し

て
観
光
事
業
に
走
り
ま
し
た
が
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
ホ
テ
ル
、
ス

キ
ー
場
な
ど
も
経
営
が
立
ち
行
か

ず
、
数
十
億
円
を
市
が
肩
代
わ
り

す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
破
産

し
た
炭
鉱
会
社
の
社
宅
な
ど
は
市

営
住
宅
と
し
て
引
き
継
ぎ
、
そ
れ

ら
の
維
持
管
理
経
費
で
市
の
支
出

は
雪
だ
る
ま
式
に
増
え
た
と
い
い

ま
す
。
そ
し
て
、
行
政
特
有
の
会

計
制
度
を
逆
手
に
取
り
、
不
足
す

る
資
金
を
架
空
に
創
り
出
し
て
穴

埋
め
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
つ
い

に
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

再
建
計
画
で
は
、
徹
底
し
た
見

直
し
で
事
業
の
休
廃
止
を
す
る
一

方
、
人
件
費
の
削
減
や
税
金
・
使

用
料
・
手
数
料
の
値
上
げ
、
１
７

１
床
の
病
院
の
民
間
診
療
所
化
な

ど
を
行
い
、
再
建
に
は
18
年
か
か

り
ま
す
。

　

担
当
者
に
聞
く
と
、
破
綻
の
原

因
は
、
国
策
に
翻
弄
さ
れ
た
と
は

い
え
、
炭
鉱
で
栄
え
た
ま
ち
だ
っ

た
の
で
市
民
に“
親
方
日
の
丸
”意

識
が
強
く
、
何
で
も
課
題
を
市
役

所
に
持
ち
込
み
、
解
決
さ
せ
る
と

い
う
よ
う
な
風
土
が
根
底
に
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

折
か
ら
滋
賀
県
は
市
町
へ
の
お

金
の
支
出
を
大
幅
に
削
減
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
難
し
い
財
政
の

舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
選
択
肢
を
考

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Report
ま
ち
づ
く
り

最
前
線
レ
ポ
ー
ト

谷
畑
市
長
の

No.14

■
対
象　

市
民
税
非・

課・

税・

世・

帯・

で
、
平
成
19
年
10
月
１
日
現

在
、
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を

有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
で
18
歳

ま
で
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
１
級
か
ら
３

級
ま
で
に
該
当
す
る
人

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

④
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

※
施
設
入
所
者
や
生
活
保
護
受
給

者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
12
月
末
の
支
給
期
日
ま
で
に
①

～
④
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場

合
、
あ
る
い
は
死
亡
、
転
出
し

た
場
合
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

■
支
給
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き

２
万
円
を
支
給
し
ま
す
。母
子
・

父
子
家
庭
な
ど
の
２
子
以
降
に

つ
い
て
は
１
人
に
つ
き
５
千
円

の
加
算
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法　

11
月
20
日（
火
）ま

で
に
印
鑑
、
通
帳（
支
給
対
象

者
が
児
童
の
場
合
は
そ
の
保
護

者
の
も
の
）、
ま
た
母
子
・
父

子
家
庭
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
証

明
す
る
書
類
、
身
体
障
害
者
・

療
育
・
精
神
保
健
福
祉
各
手
帳

を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

す
で
に
福
祉
医
療
費
受
給
券

を
持
っ
て
い
る
人
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

は
証
明
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

※
市
で
は
支
給
対
象
者
に
対
し
て

個
別
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
通
知
の
な
い
人
で
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課〔
東
庁
舎
〕

�

�
71
◦
２
３
２
７

�
72
◦
３
７
８
８

　このたび、次のかたに新しく民生委員・
児童委員として地域の社会福祉の増進にご
尽力いただくことになりました。
　悩みや心配ごとがある場合は、地域の民
生委員・児童委員にご相談ください。

新しい民生委員・児童委員

■問い合わせ先　社会福祉課〔東庁舎〕　
　�71◦2327　�72◦3788

木元　博さん

石部西二丁目
石部緑台一・
二丁目

担当地域

よろしくお願いします
市
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

民生委員制度創設90周年
記念のつどいと講演会

　主任児童委員による音楽劇、嶋川尚さん
（県社会福祉協議会副会長）による講演、記

念の集いのほか、ティータイムもあります。
■日時　11月20日（火）
　午後１時30分～３時30分
■場所　甲西文化ホール
　一般の人も参加してください。
■問い合わせ先　社会福祉協議会
　�72◦4102　�72◦8898
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介
護
保
険
事
業
は
特
別
会
計
を

設
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

18
年
度
の
歳
入
は
前
年
度
に
比

べ
７
千
７
6
万
円（
４
・
３
%
）、

歳
出
は
６
千
７
３
８
万
円（
４
・

２
％
）増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
の
う
ち
、
保
険
給

付
費
は
前
年
度
に
比
べ
る
と
１
千

１
４
８
万
円（
０
・
７
％
）減
少
し

ま
し
た
。

●
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

地
域
支
援
事
業
を
新
設

　　

18
年
度
か
ら
、
生
活
機
能
低
下

な
ど
で
介
護
が
必
要
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
高
齢
者
に
対
し
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
地
域
支
援

事
業
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

運
動
器
の
機
能
向
上
を
め
ざ
す

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
口
腔
機
能
の
向
上
を
め

ざ
す
歯
磨
き
や
義
歯
の
手
入
れ
法

の
指
導
、
口
腔
体
操
な
ど
を
行
い

ま
す
。

平成18年度

介護保険事業
のあらまし

歳入・歳出の内訳（18年度）

主な保険給付費の推移　（各年度末現在）

■居宅介護（介護予防）サービス費
指定居宅サービス事業者から居宅で介護サービスを受けたときに市が
負担する費用

■施設介護サービス費
介護保険施設に入所・入院し介護サービスを受けたときに市が負担する
費用

■福祉用具購入費
特定福祉用具（腰掛け便座、入浴補助用具など）を購入したときに市が
負担する費用

■住宅改修費
自宅での手すりの取り付けや段差の解消、トイレ・浴室の改造など、一
定の小規模な住宅改修を行ったときに市が負担する費用

■高額介護（介護予防）サービス費
居宅サービスや施設サービスに対して支払った自己負担額が限度額を
超えたときに、超えた分について市が負担する費用

■居宅介護（介護予防）サービス計画費
指定居宅介護支援事業者から居宅サービス計画（ケアプラン）の作成な
どのサービスを受けたときに市が負担する費用

□特定入所者介護サービス費（17年10月〜）
施設入所や短期入所でサービスを利用したときに、費用のうち食費・居
住費の自己負担を差し引いた差額分で市が負担する費用

■地域密着型介護サービス費（18年4月〜）
認知症対応型のデイサービスやグループホームなどを利用したときに
市が負担する費用

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
介
護
を

社
会
全
体
で
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
創
設
さ
れ
、
８
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
介
護

予
防
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
18
年
度
の
決
算
状
況
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

206万円 655万円

5,420万円949万円

1,063万円

1,019万円

5,820万円

2,034万円245万円

241万円 1,837万円 4,782万円

999万円 7,387万円

14億円 15億円 16億円

1億2,150万円

平成16年度

平成17年度

平成18年度

6億6,945万円

6億9,570万円

6億3,452万円 6億3,386万円

7億5,642万円

7億2,303万円

居宅介護（介護予防）サービス費
福祉用具購入費

施設介護サービス費
住宅改修費 高額介護（介護予防）サービス 居宅介護（介護予防）サービス計画費

特定入所者介護サービス費

地域密着型介護サービス費

保険給付費
15億4,470万円

総務費
2,380万円

地域支援事業費
1,762万円 その他

7,395万円

歳出
16億6,007万円

介護保険料

支払基金交付金

4億7,597万円

国庫支出金
3億4,428万円

県支出金
2億3,051万円

市繰入金
2億2,532万円

その他
3,760万円

歳入
16億9,983万円

（65歳以上の人から
の保険料）

（40～64歳の人からの
保険料）

3億8,615万円

保険給付費
15億4,470万円

総務費
2,380万円

地域支援事業費
1,762万円 その他

7,395万円

歳出
16億6,007万円

介護保険料

支払基金交付金

4億7,597万円

国庫支出金
3億4,428万円

県支出金
2億3,051万円

市繰入金
2億2,532万円

その他
3,760万円

歳入
16億9,983万円

（65歳以上の人から
の保険料）

（40～64歳の人からの
保険料）

3億8,615万円
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介護保険料の納期内納付をお願いします。

　介護保険は介護を必要とする人をみんなで支えようと
する制度です。保険給付費は、国・県・市の負担と40歳
以上の被保険者が負担する介護保険料で財源が賄われて
います。
　介護保険の被保険者は、40歳以上の人で、年齢によっ
て次の2つに分かれています。
◇第１号被保険者（65歳以上の人）
　特別徴収（年金天引き）または普通徴収（納付書による
納付）によって納入します。
◇第２号被保険者（40～ 64歳の人）
　加入している健康保険の保険料に上乗せして納入しま
す。
　このようなかたちで介護保険の財源が成り立っていま
すので、それぞれの歳入の割合が崩れると運営が苦しく
なってしまいます。
　市では今後も介護保険事業の健全かつ円滑な運営に努
めていきますので、介護保険制度の趣旨をご理解
いただき、保険料の納付をお願いします。

65 歳以上になると
7.5 人に 1 人は

介護が必要になって
いるんだね

第１号被保険者の要介護（要支援）認定者数　（各年度末現在）

平成 16年度

平成 17年度

平成 18年度

142

171

259

281 146 124 128 121

283 186 143 143 119

143 129 125 118 （計：916人） 

（計：971人） 

（計：1,015 人） 

要支援 要介護 2
要介護 1 要介護 3 要介護 5

要介護 4

要支援 1 要支援 2

5190

●
増
え
続
け
る
認
定
者
と
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

　

18
年
度
末
現
在
、
市
の
高
齢
者

数（
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険

者
）
は
７
千
６
７
７
人
、
前
年
度

と
比
べ
４
５
９
人（
６
・
４
％
）の

増
加
。
高
齢
化
率（
総
人
口
に
対

す
る
高
齢
者
数
の
割
合
）は
13
・

６
％
と
な
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
要
介
護

（
要
支
援
）認
定
者
数
は
、
１
千
１

５
人
、
前
年
度
と
比
べ
44
人（
４
・

５
％
）増
加
し
ま
し
た
。
65
歳
以

上
の
約
７
・
５
人
に
１
人
が
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数

は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
と
合
わ
せ
て
６
５
７
人
、
前
年

度
と
比
べ
73
人（
12
・
５
％
）増
加

し
ま
し
た
。
認
知
症
の
人
が
住
み

慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
18
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

は
、認
知
症
対
応
型
通
所
介
護（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）や
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
１
８
９
人
、
前
年
度
と
比
べ
14

人（
６
・
９
％
）減
少
し
ま
し
た
。

●
よ
り
よ
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

め
ざ
し
て

　

市
で
は
今
後
も「
第
３
期
湖
南

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
で
き
る

限
り
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
介
護
予
防
の
観
点
で
の
事
業

運
営
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
介
護
課〔
東
庁
舎
〕

　
　

�
71
◦
２
３
５
６

　
　

�
72
◦
３
７
８
８

高齢者数・要介護（要支援）認定者数などの状況　（各年度末現在）

人口 高齢者数 高齢化率
要介護（要支
援）認定者数

※

サービス利用者数※

居宅介護
サービス

地域密着型
サービス

施設
サービス

平成16年度 56,197人 6,876人 12.2% 916人 535人 − 231人
平成17年度 56,463人 7,218人 12.8% 971人 584人 − 203人
平成18年度 56,373人 7,677人 13.6% 1,015人 590人 67人 189人

※は第１号被保険者のみ
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市内の事故発生状況 （平成19年９月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数

9月の事故状況 24 34 0 139

前年対比 −5 −4 ±0 −19

本年累計
（1 〜 9月 ） 273 344 5 1,590

前年対比 −7 −11 ＋2 −3

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」

　

社
会
保
険
庁
で
は
、11
月
を「
ね

ん
き
ん
月
間
」と
し
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も

の
と
考
え
、
公
的
年
金
制
度
へ
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く

期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
公
的
年
金
は
、
高
齢
者

世
帯
の
所
得
の
約
70
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
年
金

は
、
老
後
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
に
は
、
将
来

支
給
さ
れ
る「
老
齢
基
礎
年
金
」

の
ほ
か
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
で

一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た

場
合
に
支
給
さ
れ
る「
障
害
基
礎

年
金
」、
不
幸
に
も
妻
と
小
さ
な

子
ど
も
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
る「
遺
族
基
礎
年

金
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
も
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

老
齢
や
退
職
に
よ
る
年
金
は
、

所
得
税
法
上「
雑
所
得
」
と
し
て

所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
課
税

の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
12
月
３
日
ま
で
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
人
は
課
税
の
対
象

で
は
な
い
た
め「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

①
障
害
年
金
ま
た
は
遺
族
年
金
を

受
け
て
い
る
人

②
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
65
歳

未
満
の
人
で
、
年
金
額
が
１
０

８
万
未
満
の
人

③
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
人
で
、
年
金
額
が
１
５

８
万
未
満
の
人

草
津
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

詳
し
く
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」ま
た
は
草
津
社
会
保
険
事
務

所
年
金
給
付
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

草
津
社
会
保
険
事
務
所

　

国
民
年
金
給
付
課

�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
１
３
１
１

　

国
民
年
金
業
務
課

�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
２
２
２
０

�
０
７
７
◦
５
６
２
◦
９
６
３
８

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
◦
０
５
◦
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３
◦
６
７
０
０
◦
１
１
６
５

　

全
国
的
に
病
院
勤
務
の
医
師
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
立

甲
賀
病
院
に
お
い
て
も
医
師
確
保
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

8
月
か
ら
小
児
科
常
勤
医
師
1
名
の
欠
員
に
よ
り
、
小
児
科
の
救
急
医

療
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
当
分
の
間
、
夜
間
な
ど
の
小
児
科
の
救
急
診
療
を

左
記
の
と
お
り
一
部
休
止
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

午前０時
～８時30分

午前８時30分
～午後５時15分

午後５時15分
～ 12時

月 救急診療 一般診療・救急診療 救急診療不可

火 救急診療不可 一般診療・救急診療 救急診療不可

水 救急診療不可 一般診療・救急診療 救急診療不可

木 救急診療不可 一般診療・救急診療 救急診療

金 救急診療 一般診療・救急診療 救急診療

土 救急診療（隔週の午前６時30分～午後８時30分は不可）

日 救急診療

　小児科救急診療が提供できない時間については、診療可能
な医療機関を案内しますので下記へお問い合わせください。

・消防本部救急医療情報案内　�62◦3799
・公立甲賀病院　�62◦0234

※休止日が祝日の場合、夜間（午後５時15分～翌日午前８時30分）は
　診療します。

小
児
科
救
急
医
療

一
部
休
止
の
お
知
ら
せ

公
立
甲
賀
病
院

11月1日（木）～ 10日（土）は、交通事故抑止強調期間 市内でも交通事故が多発しています。安全運転を心がけましょう。
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健康　　知識豆健康　　知識豆知っ
て得する

健康政策課　�72◦4008　�72◦1481
保健福祉課　�77◦7008　�77◦7019

「健康こなん21・食育推進計画」
健康標語採用作品発表（敬称略）

　７月に健康標語を募集した結果、全部で
141作品の応募がありました。健康こなん
21・食育推進計画策定委員会内の選考委員
会で、優秀と認められた作品を紹介します。

　口や歯は、おしゃべりをする、
食事を楽しむ、表情をつくるな
どの生活を豊かにするために欠
かすことのできない器官です。
　さらに、口の中の健康状態は全身の健康と深く関係
しており、口や歯の健康が重要視されています。

口の中の病気は、「むし歯」と「歯周病」が
代表です

　生えたての歯の表面は、エナメル質が未熟でやわら
かく、むし歯の原因である「酸」に簡単に溶けてしまい
ます。そのため、歯が生えそろう中学校３年生くらい（親
知らずが生える時期）まで丁寧なケアが必要です。

市内乳幼児の歯の状況
　平成18年度の３歳児の１人平均むし歯数は、滋賀県
が1.13本ですが湖南市は1.18本でした。生まれて３年で、
すでにむし歯ができていることをどのように感じます
か。全国では、１人平均むし歯数は減少していますが、
湖南市は県平均より高く近年は増加しています。

乳幼児期のむし歯のリスク
　①永久歯はむし歯になりやすく、歯並びも悪くなる
②発音がうまくしにくい　③かむことを嫌がり、発育
に必要な栄養が十分に吸収できなくなる。

　乳歯は永久歯が生えてくるときの「生える場所の案内
役」の役割があります。乳歯のむし歯を放って置くと、
その後生えてくる永久歯が正しい位置に生えてこない可
能性があります。

子どもがむし歯になりやすい所
　奥歯が生えていない時は、「上の前歯」と「歯の間」と、
「上の前歯の根元」です。特に、上の前歯はだ液が届き
にくく、飲み物や食物が残りやすいため、歯の間や歯の
根元が、むし歯になりやすいのです。
　奥歯が生えてくると、生えて間もない「奥歯の溝」や
「奥歯の間」がむし歯になりやすくなります。そのため、
丁寧なケアが必要です。

子どものむし歯予防のケア
　①フッ素を利用する　②定期的な歯科医院受診（健
診・フッ素塗布など）　③甘いものやジュースは時間を
決める（長時間口の中を酸性にしない）などがあります。
　規則正しい生活をし、小学校低学年までは、大人によ
る仕上げ磨き（大人による観察）が必要です。永久歯が
次々生えるころから中学校までは、特に永久歯のむし歯
ができやすいので、定期的に歯科医院を受診し、口の健
康管理に努めることが大切です。なにより乳歯を健康に
保つことは、一生使う永久歯を丈夫にすることにもつな
がります。みんなでいい歯の元気な湖南っ子をめざしま
しょう。

■	栄養・食生活� ＜北村節子　東寺＞
　朝御飯　しっかり食べて　今日も元気
■	身体活動・運動� ＜中井すみえ　朝国＞
　歩きましょう　毎日楽しく30分
■	休養・こころの健康� ＜吉川芳子　夏見＞
　かけ合おう　やさしい言葉とほほえみを
■	生きがい� ＜西村菅枝　夏見＞
　健康で　生きがいのある　楽しい人生
■たばこ� ＜北村節子　東寺＞
　禁煙で　部屋の空気も　さわやかに

■アルコール� ＜中島俊介　菩提寺＞
　休肝日　我が身のためぞ　習

く

慣
せ

となれ
■	歯の健康� ＜小谷チエノ　柑子袋＞
　丈夫な歯　おいしく食べて　体も元気
■生活習慣病� ＜田中裕司　柑子袋＞
　バランス食事と運動が　あなたの健康守ります
■	健診� ＜山中末子　下田＞
　健診は　健康家族の第一歩
■	健康全般� ＜林田博行　菩提寺＞
　早寝　早起き　しっかり運動

　これらの作品は、平成20年３月作成予定の「健康こなん21・食育推進計画」へ掲載し、今後の湖南市の健
康づくり活動に活用させていただきます。

多数の応募ありがとうございました

かわいい笑顔はいい歯から

０
〜
２
歳

３
歳
以
降

上の前歯と前歯の間 歯のつけ根

奥歯のみぞ 奥歯と奥歯の間 六歳臼歯

上の前歯と前歯の間 歯のつけ根

奥歯のみぞ 奥歯と奥歯の間 六歳臼歯

な
り
や
す
い
と
こ
ろ

乳
歯
の
む
し
歯
に
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甲西北中

甲西駅

岩根小

市役所
東庁舎

JR草津線 国道一号線

総合体育館

野洲川

十二坊温泉
ゆらら

林道岩根線

大谷観光
ブドウ園

日枝中
市民グラウンド市民グラウンド

水戸小
文

文

文

文

湖南タウンメー ルをご利用ください

で
は
、
4
月
か
ら「
湖
南
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
」を
活
用
し
、
災

害
情
報
や
不
審
者
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ー
ル
で
配

信
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
か
ら
新
た
に
林
道
岩
根
線
の
通
行
規
制
情
報
の
配
信
を

始
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
林
道
の
入
り
口
ま
で
来
な
い
と
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
登
録
し

た
人
へ
は
通
行
止
め
に
な
っ
た
と
き
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

個人管理画面

ＱＲコード

12月から林道岩根線の通行規制情報を配信
市

バーコード読み取
り機能が使える場
合はこちらのＱＲ
コードから

「湖南タウンメール」のトップペー
ジ（http://www.konan.town-mail.
com）に接続し、「1. 会員登録」をク
リック

１ 2

3

林道岩根線通行情報グループ
への参加

会員登録完了（加
入するすべてのグ
ループで送信権限
のない人は、この
画面をBookmark
しておくと便利）

4
個人管理画面の
「3.新しいグループ
に入る」をクリッ
ク

5
グループ名の選
択画面で、「林道
岩根線通行情報」を選び、「グループ
選択」ボタンをクリック

「会員お申込み」をクリックし、空
メールを送信。折り返し届いたメー
ルの会員登録画面で任意のユーザ名
（半角40文字、全角20文字まで。絵
文字不可）とパ
スワード（半角
数字3〜10文字）
を入力し、「決定」
ボタンをクリッ
ク、次の確認画
面で「登録」ボタ
ンをクリック

まずは会員登録から

降雪や路面凍結による林道岩
根線の通行止め・解除

提供情報
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湖南Town-Mail

湖南タウンメー ルをご利用ください
　

湖
南
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
は
、
サ
ー

ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
メ
ン

バ
ー
間
の
連
絡
手
段
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

湖
南
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
の

機
能

・�

１
グ
ル
ー
プ
の
登
録
人
数
は
無

制
限

・
発
信
文
字
数
は
無
制
限

・�

24
時
間
い
つ
で
も
指
定
し
た
時

間
や
即
時
に
配
信

・�

１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
5
個
の
定

型
文（
テ
ン
プ
レ
ー
ト
）が
作
成

可
・�

開
封
状
況
な
ど
の
確
認
が
で
き
、

未
開
封
者
や
未
送
信
者
に
再
送

で
き
る

・�

メ
ー
ル
に
5
つ
ま
で
の
選
択
肢

を
つ
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
る

こ
と
で
き
、
会
議
の
出
欠
確
認

な
ど
に
も
利
用
で
き
る

利
用
グ
ル
ー
プ
の
例

　

ス
ポ
少
保
護
者
会
、
学
童
保
育

所
保
護
者
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
、子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
、

学
習
サ
ー
ク
ル
な
ど「
メ
ン
バ
ー

が
5
人
以
上
」「
代
表
者
が
湖
南

市
民
」「
市
内
の
公
共
施
設
を
利

用
ま
た
は
市
内
を
活
動
の
拠
点
と

し
、
活
動
の
実
態
が
第
三
者
に

よ
っ
て
確
認
で
き
る
こ
と
」な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
す
グ
ル
ー
プ

が
利
用
で
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
登
録
方
法

　

登
録
依
頼
書
を
情
報
政
策
課
へ

（
郵
送
・
F
A
X
可
）。

※
登
録
依
頼
書
は
、情
報
政
策
課
、

市
民
生
活
課（
西
庁
舎
）、
各

出
張
所
、
石
部
南
公
民
館
、
各

会
館
、
三
雲
教
育
集
会
所
、
各

図
書
館
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
会
員
登
録
や
グ
ル
ー
プ
登
録
の

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
側
の

「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
ボ

タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

災
害
情
報
や
不
審
者
情

報
へ
も
ぜ
ひ
登
録
を

　　

随
時
登
録
で
き
ま
す
。
会
員
登

録
の
後
、「
林
道
岩
根
線
通
行
情
報
」

と
同
様「
3.
新
し
い
グ
ル
ー
プ

に
入
る
」か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
不
審
者
情
報
…
不
審
者
が
現
れ

た
地
域
や
不
審
者
の
特
徴
な
ど

の
情
報
を
お
届
け

▼
災
害
情
報
…
避
難
勧
告
、
土
砂

災
害
警
報
、
河
川
警
戒
水
位
、

震
度
4
以
上
の
地
震
な
ど
の
情

報
を
随
時
お
知
ら
せ

※
湖
南
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
へ
の
登
録

は
無
料
で
す
が
、
登
録
・
退
会
、

メ
ー
ル
の
送
受
信
に
か
か
る
通

信
料
・
パ
ケ
ッ
ト
通
信
費
は
、

登
録
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課〔
東
庁
舎
〕（
〒
５

２
０

−

３
２
８
８
住
所
記
載
不

要
）�

�
71
◦
2
3
0
0

�
72
◦
3
3
9
0

kouhou@city.konan.shiga.jp

わたしたちも使っています
とっても便利！

サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
内
の

連
絡
に
も
便
利
で
す

甲西吹奏楽団ジュニアバンド
　これまでは、連絡網での電話や文書の配布によ
りメンバー間の連絡を行っていました。特に電話
での連絡では、伝言がうまく伝わらなかったり、
不在のときには留守番電話へ伝言を入れたり FAX
することもあり、ちゃんと全員に伝わっているか
不安でした。でも、タウンメールを利用するよう
になってからは、確実に内容が伝わり、また送っ
たメールが開けられたか
どうかの確認もでき、と
ても便利です。今後は、
便利な機能をさらに活用
して、団活動の円滑な運
営を図っていきたいと思
います。

（運営副委員長　今田真由美さん）
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　平成18年分申告から水稲所得標準が廃止され、収入金額か
ら必要経費を差し引く「収支計算」となっています。自分で請
求書や領収書などをもとに収支内訳書を作成し、確定申告書
に添付しなければなりません。
　来年の申告期間（平成20年２～３月）までに、早めに帳簿な
どで収入金額、必要経費を整理し確定申告に備えてください。

　11月11日（日）〜 17日（土）は
「税を考える週間」です。
　この週間は、皆さんに国の基
本となる税や税務行政に対する
理解を深めていただくために実
施します。
　本年度のテーマは「少子 ･ 高
齢社会と税」です。国税庁では、
少子 ･高齢社会における税の意
義や役割などについて考えてい
ただくための情報をホームペー
ジなどで提供しています。
　詳しくは国税庁ホームページ
をご覧ください。

を考える週間 農業所得を申告する皆さんへ
平成19年分申告

農業所得収支説明会を開催します

■問い合わせ先
　水口税務署個人課税１部門　�62◦0314
　税務課市民税担当〔東庁舎〕　�71◦2319　�72◦2460

　国税電子申告・納税システム（e-Tax）は、自宅やオフィスから国税に関する各種手続
き（申告、納税、申請・届出など）をインターネットなどを通じて行うことができます。
特に源泉所得税の毎月納付や消費税の毎月申告など、利用回数の多い手続きには便利で
す。

水口税務署　�62◦0314（代表）
e-Tax ホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

～ 税に関する情報は国税庁ホームページへ　http://www.nta.go.jp ～

お問い合わせ

※ �Step１、２と並行して、電子証明書の事前取得と IC カードリー
ダライタ（電子証明書が IC カードで発行される場合）が必要です。

※ �e-Tax で利用可能な電子証明書については、e-Tax ホームページで
確認してください。

※�電子証明書の具体的な取得方法や費用については、各電子証明書
の発行機関へお尋ねください。

・�国税庁ホームページの確定申告書等作成
コーナーを利用すれば、e-Tax 用の申告デー
タが作成でき、作成したデータを直接電子
申告することができます。

・�電子申告で所得税の確定申告書を提出する
際、本人の電子署名と電子証明書を併せて
送信した場合に、所得税額から5,000円（そ
の年分の所得税額を限度）を控除できるよ
うになります（平成19年分または20年分の
いずれか１回）。

・�平成19年分以後の所得税の電子申告では、
医療費の領収書や給与所得の源泉徴収票な
どの一定の第三者作成書類の添付を省略で
きるようになります（平成20年1月から適
用）。

個人のかたは利用しやすくなります
開始届出書を e-Tax ホームページの開始届出
書作成・提出コーナーから所轄の税務署に
提出してください（書面での提出もできます）。

税務署から利用者識別番号と暗証番号の記
載された通知書が送付されます。

e-Tax の初期登録（暗証番号
の変更・電子証明書の登録）
を通知書に記載された期限
までに行ってください。

Ｓｔｅｐ１

「e-Tax」を利用するための３つのステップ

Ｓｔｅｐ２

Ｓｔｅｐ３

税

午後２時～ 
共同福祉施設（サンライフ甲西）

11月27日（火）

11月30日（金）午後７時～  石部文化総合センター

税務署からe-Tax のお知らせ
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『
限
り
な
く
中
止
に
近
い
凍

結
』
を
進
め
る
嘉
田
知
事
と『
建

設
を
進
め
る
』國
松
栗
東
市
長
と

の
対
立
が
際
だ
っ
て
く
る
な
か
、

栗
東
市
は
平
成
18
年
11
月
３
日
に

新
駅
が
中
止
と
な
っ
た
場
合
の
損

失
額
を
1
5
0
億
1
千
8
0
0
万

円
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
の
正
副
会
長
会
議

で
、
10
月
期
の
負
担
金
の
支
払
い

猶
予
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
と
引
き

続
き
協
議
す
る
こ
と
、
凍
結
や
推

進
に
か
か
る
法
的
責
任
・
経
済
的

損
失
・
財
政
的
負
担
な
ど
に
つ
い

て
課
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

今
後
さ
ら
に
具
体
的
・
精
力
的
に

検
討
、
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
な
か
で
、
知
事
自
ら
の
方

針
転
換
で
新
駅
が
凍
結
さ
れ
た
場

合
に
生
じ
る
損
害
の
う
ち
、
栗
東

市
が
駅
予
定
地
周
辺
で
進
め
る
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
関
し
、

県
は
10
億
～
数
十
億
円
に
つ
い
て

責
任
を
負
う
と
す
る
試
算
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
15
日
の
正
副
会
長
会
議
で

は
、「
東
海
道
新
幹
線
新
駅
設
置

工
事
に
係
る
平
成
18
年
度
10
月

期
工
事
費
支
払
い
の
特
例
的
な

猶
予
等
に
関
す
る
覚
書
」を
原
案

ど
お
り
県
・
関
係
市
が
合
意
し
、

12
月
18
日
に
Ｊ
Ｒ
東
海
と
締
結

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①

今
回
限
り
例
外
と
し
て
平
成
19

年
３
月
末
日
ま
で
猶
予
。
支
払

い
に
あ
た
っ
て
は
年
4
・
2
％

の
利
息
を
付
け
て
支
払
う
も
の

と
し
、
こ
の
利
息
は
県
が
負
担

す
る
②
平
成
19
年
３
月
末
日
ま

で
に
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

県
・
関
係
市
で
合
意
が
得
ら
れ

な
い
か
、
工
事
を
中
止
し
た
場

合
は
工
事
費
を
精
算
す
る
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

12
月
４
日
、
谷
畑
市
長
は

中
止
と
な
っ
た
場
合
の
市
の
損

失
額
が
、
こ
れ
ま
で
支
払
っ
た

負
担
金
、
人
件
費
な
ど
で
4
千

6
1
2
万
5
千
2
5
3
円
に
上

る
こ
と
を
促
進
協
議
会
会
長
に

報
告
し
、
１
月
25
日
付
け
で
原

因
者
で
あ
る
知
事
に
損
失
額
を

請
求
す
る
旨
を
申
し
立
て
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
１
月
19
日
の
正
副

会
長
会
議
で
は
、
新
幹
線
新
駅

を
前
提
と
し
な
い
地
域
振
興
策

の
方
向
性
に
関
す
る
滋
賀
県
の

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
県
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
県
と

関
係
市
で
定
義
や
そ
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
隔
た

り
が
あ
り
、
現
段
階
で
議
論
す

る
こ
と
は
困
難
と
見
送
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
新

駅
建
設
費
の
大
幅
な
削
減
を
検

討
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
、
先
の
正
副
会
長

会
議
の
意
向
を
受
け
て
知
事
と

栗
東
市
長
が
J
R
東
海
へ
要
請

に
行
き
、
工
事
費
削
減
に
つ
い

て
地
元
で
方
策
を
ま
と
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
協
力
を
願
い

た
い
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
最
終

的
な
結
論
を
出
す
に
は
時
間
が

必
要
で
、
案
が
で
き
る
ま
で
猶

予
を
願
い
た
い
と
２
点
に
つ
い

て
要
請
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海

か
ら
は
、
現
行
の
協
定
が
あ
る

以
上
、
コ
ス
ト
削
減
案
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
の
協
力
は
で
き
な

い
が
、
最
終
結
論
を
出
す
た
め

10
月
末
ま
で
猶
予
す
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
、
県
は
平
成
19
年

度
予
算
に
工
事
費
負
担
金
21
億

5
千
万
円
を
計
上
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

3
月
29
日
に
開
か
れ
た
正
副
会

長
会
議
で
は
、
J
R
東
海
か
ら

提
案
の
あ
っ
た
新
駅
の
結
論
を
10

月
末
ま
で
延
期
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
覚
書
の
締
結
を
前
提
と

し
た
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
23
日
、
J
R
東
海
か
ら

提
案
の
あ
っ
た「
東
海
道
新
幹
線

新
駅
設
置
工
事
に
係
る
協
定
類
に

基
づ
い
た
履
行
の
諾
否
の
期
限
及

び
解
除
の
猶
予
等
に
関
す
る
覚

書（
案
）」
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お

り
締
結
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、
県
・
関
係
市

が
協
定
類
の
内
容
に
基
づ
き
進
め

る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
期

限
を
平
成
19
年
10
月
末
日
ま
で

延
期
す
る
こ
と
、
そ
し
て
10
月
末

日
ま
で
に
協
定
類
を
内
容
ど
お
り

に
進
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
場
合

は
、
別
途
協
議
し
、
工
事
協
定
と

工
事
協
定
覚
書
の
必
要
な
修
正
を

行
う
こ
と
、
中
止（
中
断
・
凍
結

な
ど
を
含
む
）で
合
意
し
た
場
合

は
そ
の
時
点
で
、
ま
た
協
定
類
の

内
容
ど
お
り
進
め
る
合
意
に
い
た

ら
な
い
場
合
は
10
月
末
日
を
も
っ

て
、
協
定
類
は
終
了
す
る
、
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　

５
月
31
日
に
は
、
平
成
18
年
度

分
の
工
事
負
担
金
が
精
算
さ
れ
、

実
質
負
担
金
3
億
8
千
万
円
が
確

定
、
湖
南
市
は
４
２
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
の
正
副
会
長
会
議
で

は
、
解
決
に
向
け
た
県
の
方
針
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
合
意
に
い

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
方
針

と
は
、
現
行
協
定
類
を
履
行
し
な

い
こ
と
に
合
意
し
、
現
行
協
定
類

を
終
了
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
場

合
、
関
係
５
市
分
の
負
担
金
は
県

が
負
担（
栗
東
市
分
に
つ
い
て
も

相
応
の
分
を
県
が
負
担
）、
栗
東

新
都
心
土
地
区
画
整
理
事
業
へ
は

継
続
し
て
支
援
す
る
、新
た
に（
仮

称
）南
部
地
域
振
興
会
議
を
設
置

し
て
地
域
振
興
を
協
議
す
る
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

10
月
12
日
の
正
副
会
長
会
議
で

は
、
前
回
に
引
き
続
き
解
決
に
向

け
た
県
の
方
針
案
と
南
部
地
域
に

お
け
る
地
域
振
興
の
方
向
性
が
出

さ
れ
て
議
論
し
ま
し
た
が
、
現
行

協
定
類
を
履
行
し
な
い
こ
と
に
つ

い
て
合
意
に
は
至
ら
ず
、
結
論
は

次
回
に
送
ら
れ
ま
し
た
。〈終

わ
り
〉

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

�

�
71
◦
2
3
1
4

�

�
72
◦
1
4
6
7

新
幹
線
新
駅
問
題

告報
シ
リ
ー
ズ

〈第五回〉
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不
本
意
な
新
聞
購
読
契
約
に
は

早
め
の
申
し
出
を

■問い合わせ先　湖南中央消防署　�72◦0119　�72◦7737

■問い合わせ先
　生涯学習課〔石部文化総合センター〕
　�77◦6250　�77◦6253

「消火栓」や「防火水槽」を
ご存じですか
　これらは消防活動に使用する欠かせない設備です。
　道路わきや歩道などに目を向けてみてください。標
識が掲げてあったり、路上や蓋にマーキングがありま
す。また、プールや池、河川なども消火活動に使用し
ます。
　しかし最近、消火栓・防火水槽の付近や住宅地の狭
い道路での路上駐車が目立ちます。
　定期的に調査や点検を行い、緊急時に対応できる体
制をとっていますが、駐車車両により火災発生時に消
火栓が使えなかったり、救急車が通れないために到着
が遅れるなどのケースが発生しています。
　このような違法駐車は絶対にやめてください。
　一刻を争う消防活動に皆さんのご理解とご協力をお
願いします。安心して暮らせるまちづくりをめざしま
しょう。

　

2
か
月
前
に
新
聞
勧
誘
員

が
来
訪
し
Ａ
新
聞
と
契
約
し

ま
し
た
。
最
近
、
契
約
書
を

見
て
現
在
購
読
中
の
Ｂ
新
聞
と
契

約
期
間
が
1
年
重
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
重
な
っ
た

期
間
に
つ
い
て
１
紙
だ
け
に
す
る

方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
契
約
し
な
い
と
帰
っ
て
も
ら
え

な
い
雰
囲
気
に
な
っ
た
の
で
契
約

し
た
」「
ノ
ル
マ
が
厳
し
く
こ
の
ま

ま
で
は
帰
れ
な
い
と
言
わ
れ
気
の

毒
に
な
り
契
約
し
た
」「
長
時
間
に

わ
た
り
洗
剤
な
ど
の
景
品
を
ち
ら

つ
か
せ
ら
れ
た
の
で
何
年
も
先
の

契
約
を
結
ん
だ
」
な
ど
、
新
聞
勧

誘
に
関
し
て
不
快
な
経
験
を
し
た

人
は
多
く
い
ま
す
。
不
快
な
時
間

か
ら
早
く
開
放
さ
れ
る
た
め
あ
き

ら
め
て
契
約
す
る
の
か
、
印
鑑
を

押
し
て
い
な
い
の
で
契
約
は
成
立

し
て
い
な
い
と
考
え
て
し
ま
う
の

か
、
契
約
に
対
す
る
考
え
方
の
甘

さ
が
目
立
ち
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
聞
の
購
読
契
約
も

立
派
な
契
約
で
す
。
相
手
に
不
法

行
為
が
な
け
れ
ば
契
約
は
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
唯
一
、
無

条
件
に
解
約
で
き
る
制
度
で
あ
る

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
訪
問
販
売

の
場
合
、
契
約
書
面
を
受
取
っ
た

日
を
含
め
て
8
日
以
内
に
書
面
で

解
約
の
意
思
表
示
を
す
れ
ば
成
立

し
ま
す
。
不
本
意
な
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
と
き
に
は
最
後
ま
で
気

を
緩
め
る
こ
と
な
く
対
処
し
て
く

だ
さ
い
。

　

相
談
事
例
の
よ
う
に
ク
ー
リ
ン

グ
･
オ
フ
期
間
経
過
後
の
契
約
は

相
手
側
に
不
法
行
為
が
な
い
限
り

無
条
件
解
約
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
場
合
、
契
約
期
間
の
変

更
を
Ａ
新
聞
に
申
し
出
て
合
意
し

ま
し
た
。
な
お
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
を
す
る
場
合
に
は
、
契
約
時
に

受
け
取
っ
た
景
品
類
は
引
き
取
り

に
来
て
も
ら
う
か
着
払
い
で
返
品

す
る
の
が
適
当
で
し
ょ
う
。

あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

昨
年
夏
に
倒
産
し
た
着
物
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
扱
っ
て
い
た

老
舗
グ
ル
ー
プ
店（
市
内
に
も

店
舗
が
あ
り
ま
し
た
）の
破
産

手
続
き
が
順
調
に
進
み
、
一
般

債
権
者
へ
の
配
当
の
可
能
性
が

出
て
き
ま
し
た
。
当
該
店
で
購

入
契
約
を
し
て
代
金
を
支
払
っ

た
も
の
の
商
品
を
受
取
っ
て
い

な
い
人
は
あ
き
ら
め
ず
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

相談

■問い合わせ先　安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕  �71◦2360　�72◦2000

消費者
悩みの相談室

湖南市青少年育成市民会議

　日常の悩みや出来事に欲をもっていたらきりがない。明治の
文豪「夏目漱石」も欲をもたない人でした。それを見習い欲をも
たずに生きようと心がけている。

「夢」
「大切なもの」

テーマ青少年か
らの

日常のあらゆることに
欲をもたない　生き方

石部高校２年（作成当時）
今井　裕太

11月は青少年健全
育成強調月間

大人が変われば子どもも変わる
　青少年は何げない大人の行動をよく見ていま
す。大人が自分自身を振り返り、社会のモラル
やルールを青少年へ伝えていきましょう。

地域でも青少年をはぐくみましょう
　湖南市青少年育成市民会議では、伸びやかな
青少年の育成をめざし、各学区民会議において
積極的に青少年とかかわりながら地域の実態に
即した活動に取り組んでいます。
　地域のさまざまな世代の人が協力して、青少
年が生き生きと活動し、活躍できる機会や地域
の人と直接ふれあう場を作り、地域でのつなが
りを強めていきましょう。
　青少年は地域の人とのかかわりによって地域
の一員であるということを認識し、自信を持っ
て地域活動や自分の夢に向かって取り組んでい
くでしょう。また、大人も青少年とともに活動
することで、彼らから多くのことを学び、彼ら
への認識を新たにすることができるのではない
でしょうか。

あいさつは 笑顔をそえて 私から

不
本
意
な
新
聞
購
読
契
約
に
は

早
め
の
申
し
出
を
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●家族で見直そう！わが家の防火対策
　全国では、年間５万件以上の火災が発生しています。建物火災による死者数の半数以上が65歳以上の高齢
者です。元気そうに見える高齢者でも、万一のときには素早い行動がとれなかったり、全く動けなくなるこ
ともあるため、日ごろの火災予防はもちろんのこと、火災発生時の家
族の役割、避難方法などを確認し合っておくことが大切です。

●“火災の危険”をチェックする習慣づくりを！
　住宅火災の主な出火原因とされる「たばこ」、「ストーブ」について、
次の点に注意し、チェックする習慣をつけましょう。

『火は見てる あなたが離れる その時を』
（平成19年度全国統一防火標語）

　空気が乾燥し、火災が発生しやすくなるこの時季。11月９日（金）から15日（木）まで全国
一斉に秋の火災予防運動が実施されます。
　皆さんも、この運動を機会に今一度身のまわりの火災予防について考えてみませんか。

たばこ ストーブ
○布団やベッドでは絶対吸わない。
○灰皿に吸い殻はためず、こまめに捨てる。
○燃えやすい物のそばでは吸わない。
○灰皿に火のついたたばこを放置しない。
○いつも決まった場所で吸う。
○吸い終わったらキチンと火が消えているか確認する。
○灰皿にはいつも水を入れておく。

○カーテンや家具など、燃えやすい物の近くに置かない。
○洗濯物をストーブの上に干したり、近くで乾かしたりしない。
○近くにスプレー缶を絶対置かない。
○部屋にだれもいないときは必ず消す。
○石油ストーブに給油するときは、必ず火を消してから行う。
○つけたまま寝ない。
○暖房シーズンの前には、点検整備を行う。

●“放火させない”環境づくりを！
　平成８年以降、連続して火災原因のトップと
なっているのが、放火による火災です。
　放火は、わたしには関係ないという油断が放
火犯を引き寄せます。家の周囲に外灯やセンサー
ライトなどを取り付けたり、ゴミは収集日の朝
に出すなど、近所ぐるみでの “ 放火させない ” 環
境づくりが大切です。

●設置して安心！ 住宅用火災警報器
　火災で重要なのが、早期発見です。火災発生
を素早く察知できれば、いち早く避難でき、命
が助かる可能性も高くなります。
　国は、最近の住宅火災による死者数の急増を
踏まえ、すべての住宅に住宅用火災警報器の設
置を義務づけました。住宅用火災警報器は火災
発生に伴う熱や煙を感知してブザーなどで危険
を知らせるもので、火災の早期発見に非常に役
立つ防災機器です。

新築の住宅 … �昨 年６月１日 か ら 義 務 づ け が 始
まっています。

既存の住宅 … �湖南市、甲賀市では平成23年６月
１日から義務づけが始まります。

【悪質な訪問販売などにご注意！】
　不適正な価格での無理強い販売などを行う業者に
ご注意ください。
　消防署が住宅用火災警報器を直接販売することは
ありません。
　住宅用火災警報器は、クーリング・オフの対象で
あり、契約後一定の期間は契約の解除が認められて
います。悪質訪問販売と疑わしい事例に遭遇した場
合は、市の消費生活相談窓口（�71◦2360　�72
◦2000）へ相談してください。

　住宅用火災警報器に関して、最寄りの消防署か住
宅用火災警報器相談室（�0120◦565◦911）へ相談
してください。

甲賀広域行政組合消防本部
　　　　　　　http://www.koka-koiki.jp

予防課　� �63◦7932　�63◦7940
湖南中央消防署　� �72◦0119　�72◦7737
湖南中央消防署湖南石部分署

�77◦2119　�77◦3588

秋の平成19年 全国火災予防運動



　

昨
年
、
夫
か
ら
妻（
内
縁
関
係

含
む
）へ
の
犯
罪
検
挙
件
数
は
、

2
千
82
件
あ
り
ま
し
た
。
強
姦

お
よ
び
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど
の
性

犯
罪
は
、
1
万
2
7
4
件
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察
が

認
知
し
た
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
は
1

万
2
千
5
0
1
件
で
、
被
害
者
の

90
・
4
％
が
女
性
で
す
。
ほ
か
に

も
児
童
買
春
の
検
挙
件
数
は
1
千

6
1
3
件
に
な
り
ま
す
。

繰
り
返
さ
れ
る
暴
力

　

Ｄ
Ｖ
は
、
激
し
い
暴
力
が
起
き

る
時
期
と
一
時
的
に
優
し
く
な
る

時
期
を
繰
り
返
し
ま
す
。
被
害
者

の
多
く
は
、
優
し
い
言
葉
を
か
け

ら
れ
る
と「
今
度
こ
そ
大
丈
夫
、

や
り
直
そ
う
」と
相
手
を
信
じ
た

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
結
局

暴
力
の
悪
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
ま

す
。

Ｄ
Ｖ
が
及
ぼ
す
影
響

　

暴
力
に
よ
っ
て
被
害
者
は
、
け

が
な
ど
の
身
体
的
な
影
響
だ
け
で

な
く
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ（
心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害
）な
ど
の
精
神
的
な

影
響
も
受
け
ま
す
。
ま
た
、
暴
力

を
見
て
育
っ
た
子
ど
も
は
さ
ま
ざ

ま
な
心
身
症
状
を
起
こ
す
だ
け
で

な
く
、
感
情
表
現
や
問
題
解
決
に

暴
力
を
使
う
こ
と
を
覚
え
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

家
庭
内
、
あ
る
い
は
恋
人
な
ど

親
し
い
異
性
か
ら
の
暴
力
は
、
個

人
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
は
社

会
的
に
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

暴
力
を
受
け
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・女性の人権ホットライン
　�0570◦070◦810

・�滋賀県中央子ども家庭相談
センター

　�077◦564◦7867
・�滋賀県立男女共同参画セン

ター
　�0748◦37◦8739

内閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイト（http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.html）
を開設しています。

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）は
、
配
偶
者
や

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
の
こ

と
で
す
。
相
手
を
身
体
的
・
心
理
的
・
性
的
な
暴
力
で
支
配
し

よ
う
と
す
る
行
為
は
、
人
権
を
侵
害
す
る
明
ら
か
な
犯
罪
で
す
。

11
月
12
日（
月
）～
25
日（
日
）は「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間

11
月
25
日（
日
）は「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
デ
ー
」

12男女共同参画社会を考える

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改
正

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
20
年
１
月
11
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

女性に関わる相談窓口

　ストレスがたまり、
言葉が荒くなり軽い
暴力を起こす。

  

主
な
改
正
内
容

◇
保
護
命
令
制
度
※

の
拡
充

・�

身
体
的
な
暴
力
に
加
え
、

言
葉
な
ど
に
よ
る
脅
迫
行

為
も
保
護
命
令
の
対
象
と

な
る
暴
力
に
含
め
ら
れ
ま

し
た
。

・�

被
害
者
の
親
や
子
ど
も
な

ど
も
保
護
の
対
象
に
な
り

ま
し
た
。

◇�

市
町
村
に
よ
る
基
本
計
画

の
策
定
・
配
偶
者
暴
力
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

の
努
力
義
務
な
ど

※
保
護
命
令
制
度
と
は
、
被

害
者
か
ら
の
申
し
立
て
を

受
け
た
裁
判
所
が
加
害
者

に
対
し
て
発
令
す
る
命
令

で
、
次
の
2
種
類
が
あ
り

ま
す
。

接
近
禁
止
命
令

　

被
害
者
や
被
害
者
と
同
居
し
て

い
る
子
の
身
辺
に
つ
き
ま
と
っ
た

り
、
住
居
や
勤
務
先
の
付
近
を
徘

徊
し
た
り
す
る
こ
と
を
６
か
月
間

禁
止
し
ま
す
。

退
去
命
令

　

被
害
者
と
共
に
生
活
の
本
拠
と

し
て
い
る
住
居
か
ら
２
か
月
間
退

去
す
る
こ
と
と
そ
の
付
近
を
徘
徊

す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。

　問い合わせ先
　人権政策課〔東庁舎〕
　�71◦2354� �72◦2201
　子育て支援課〔東庁舎〕
　�71◦2390� �72◦3788

女
性
に
対
す
る
暴
力
は　

で
す

人

権

侵

害

　激しい暴力を起こす。
怒りのコントロールが
できなくなる。

　女性を大切にしているような
言動をとる。プレゼントをする。

もう暴力はふるわないと
約束する。謝る。
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■時
じ

間
かん

　午
ご

後
ご

７時
じ

30分
ぷん

～９時
じ

★�手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

・託
たく

児
じ

サービスあり。申
もう

し込
こ

みはそれ
ぞれ各

かく

講
こう

座
ざ

開
かい

催
さい

日
び

の１週
しゅう

間
かん

前
まえ

までに。
★参

さん

加
か

申
もう

し込
こ

みは不
ふ

要
よう

です。各
かく

回
かい

とも単
たん

独
どく

で受
じゅ

講
こう

しても分
わ

かりやすい内
ない

容
よう

になっています。
■申

もう

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ先
さき

　人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

課
か

〔西
にし

庁
ちょう

舎
しゃ

〕
　�77◦7036　�77◦4101

2007

～毎
ま い

月
つ き

第
だ い

3 木
も く

曜
よ う

日
び

は「人
じ ん

権
け ん

啓
け い

発
は つ

講
こ う

座
ざ

の日
ひ

」～

11月
が つ

15日
に ち

（木
も く

）
共
きょう

同
ど う

福
ふ く

祉
し

施
し

設
せ つ

（サンライフ甲
こ う

西
せ い

）
「滋

し

賀
が

県
け ん

内
な い

の部
ぶ

落
ら く

差
さ

別
べ つ

の現
げ ん

状
じょう

」
丸
ま る

本
も と

千
せ ん

悟
ご

さん（滋
し

賀
が

県
けん

人
じん

権
けん

センター）

顔か
お

の
見み

え
な
い
差さ

別べ
つ

者し
ゃ

　

６
月が

つ

の
夕ゆ

う

方が
た

、
市し

内な
い

の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

５
年ね

ん

生せ
い

の
二ふ

た

人り

が
、
街が

い

灯と
う

の
下し

た

で

右み
ぎ

の
よ
う
な
白し

ろ

い
紙か

み

を
発は

っ

見け
ん

し
ま

し
た
。

　

紙か
み

に
は
、『
サ
ッ
カ
ー
は
ア
ホ

が
す
る
最さ

い

低て
い

ス
ポ
ー
ツ
！！　

汚
き
た
な

い　

●
●
●　

く
さ
い　

Ｉ
Ｑ
＝

０　

ぐ
う
た
ら　

い
ち
び
り　

ス

ト
ー
カ
ー　

レ
イ
プ
犯は

ん　

貧び
ん

乏ぼ
う　

不ふ

潔け
つ　

単た
ん

細さ
い

胞ぼ
う　

e
t
c　

ア
ホ

の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
今い

ま

す
ぐ
死し

ね
』と
、
賤せ

ん

称し
ょ
う

語ご

や
特と

く

定て
い

の
人ひ

と

を

見み

下く
だ

し
た
言こ

と

葉ば

が
書か

き
連つ

ら

ね
て
あ

り
ま
し
た
。

書か

い
た
者も

の

は
…

　

こ
の
紙か

み

が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
端た

ん

12月
が つ

20日
か

（木
も く

） 石
い し

部
べ

文
ぶ ん

化
か

総
そ う

合
ご う

センター
「情

じょう

報
ほ う

化
か

社
し ゃ

会
か い

の光
ひかり

と影
か げ

」
成
な り

田
た

進
すすむ

さん（奈
な

良
ら

県
けん

市
し

町
ちょう

村
そん

人
じん

権
けん

・同
どう

和
わ

問
もん

題
だい

「啓
けい

発
はつ

連
れん

協
きょう

」事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

）

末ま
つ

パ
ソ
コ
ン
か
ら
打う

ち
出だ

さ
れ
る

求き
ゅ
う
じ
ん人
公こ

う

開か
い

カ
ー
ド
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
求

き
ゅ
う

人じ
ん

の
条

じ
ょ
う

件け
ん

、
メ
モ
の
内な

い

容よ
う

な
ど
か
ら
推す

い

測そ
く

す
る
と
、
紙か

み

を
置お

い
た（
捨す

て
た
）人ひ

と

は
、
25
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の
青せ

い

年ね
ん

層そ
う

で
あ
る
可か

能の
う

性せ
い

が
高た

か

い
と
思お

も

わ
れ
ま
す
。

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

の
行こ

う

動ど
う

は
…

　

こ
の
紙か

み

に
書か

か
れ
て
い
た
こ
と

を
読よ

ん
だ
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

は
、
学が

っ

校こ
う

で
の

人じ
ん

権け
ん

学が
く

習し
ゅ
う

を
思お

も

い
出だ

し
、
こ
れ
は

見み

過す

ご
せ
な
い
問も

ん

題だ
い

だ
と
思お

も

い
、

家い
え

に
持も

っ
て
帰か

え

り
ま
し
た
。
家か

族ぞ
く

か
ら
は「
こ
れ
は
う
そ
ば
っ
か
り

書か

い
て
あ
る
。
捨す

て
と
き
な
」と

言い

わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

気き

に
な
り
、
学が

っ

校こ
う

で
担た

ん

任に
ん

の
先せ

ん

生せ
い

に
渡わ

た

し
ま
し
た
。

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

・
啓け

い

発は
つ

は
…

　

小
し
ょ
う

学が
く

生せ
い

は
、
人ひ

と

を
傷き

ず

つ
け
る
言こ

と

葉ば

が
羅ら

列れ
つ

さ
れ
て
い
る
こ
の
メ
モ

に
心こ

こ
ろ

を
痛い

た

め
、
担た

ん

任に
ん

の
先せ

ん

生せ
い

へ

相そ
う

談だ
ん

し
ま
し
た
。
こ
の
行こ

う

動ど
う

か

ら
、
学が

っ

校こ
う

で
の
人じ

ん
け
ん
き
ょ
う
い
く

権
教
育
は
一い

っ

定て
い

の
成せ

い

果か

が
上あ

が
っ
て
い
る
と
思お

も

い

ま
す
。
し
か
し
、
人じ

ん
け
ん
き
ょ
う
い
く

権
教
育
や
啓け

い

発は
つ

は
学が

っ

校こ
う

だ
け
で
行お

こ
な

う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
生

し
ょ
う

涯が
い

を
通と

お

し
て
学ま

な

び
続つ

づ

け
る
こ
と
が
大た

い

切せ
つ

で
す
。
人じ

ん

権け
ん

ま
ち
づ
く
り
懇こ

ん

談だ
ん

会か
い

や
人じ

ん

権け
ん

の

研け
ん
し
ゅ
う
か
い

修
会
な
ど
に
参さ

ん

加か

す
る
回か

い

数す
う

が

多お
お

い
ほ
ど
、
差さ

別べ
つ

意い

識し
き

が
少す

く

な
く

な
る
と
い
う
住じ

ゅ
う
み
ん民

意い

識し
き

調ち
ょ
う
さ査

結け
っ

果か

が
出で

て
い
ま
す
。「
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

権け
ん

」
と「
他た

人に
ん

の
人じ

ん

権け
ん

」
を
共と

も

に

大た
い

切せ
つ

に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人じ

ん

権け
ん

が
調ち

ょ
う
わ和

し
行こ

う

使し

さ
れ
る「
人じ

ん

権け
ん

の

共き
ょ
う
ぞ
ん存

」の
考か

ん
が

え
方か

た

が
重じ

ゅ
う
よ
う要

だ
と
言い

わ
れ
て
い
ま
す
。す
べ
て
の
人ひ

と

は
、

自じ

分ぶ
ん

の
尊そ

ん

厳げ
ん

と
価か

値ち

が
尊そ

ん
ち
ょ
う重

さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
同ど

う

時じ

に
ほ
か
の
人ひ

と

の
尊そ

ん

厳げ
ん

や
価か

値ち

も
大た

い

切せ
つ

に
す
る
と
い
う
義ぎ

務む

と
責せ

き

任に
ん

が

あ
り
ま
す
。
差さ

別べ
つ

落ら
く

書が

き
な
ど
で

人じ
ん

権け
ん

を
侵し

ん

害が
い

す
る
こ
と
は
、
決け

っ

し

て
許ゆ

る

さ
れ
な
い
行こ

う

為い

で
す
。

あ
な
た
は
ど
う
思お

も

い
ま
す
か
？

　

こ
の
差さ

別べ
つ

メ
モ
以い

外が
い

に
も
、
差さ

別べ
つ

発は
つ

言げ
ん

や
差さ

別べ
つ

落ら
く

書が

き
な
ど
の
事じ

象し
ょ
う

が
市し

内な
い

で
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

あ
な
た
は
こ
の
よ
う
な
差さ

別べ
つ

事じ

象し
ょ
う

に
つ
い
て
ど
う
思お

も

い
ま
す
か
。

人じ
ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

は
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
生い

き
方か

た

の
問も

ん

題だ
い

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

機き

会か
い

に
、
差さ

別べ
つ

意い

識し
き

や
人じ

ん

権け
ん

感か
ん

覚か
く

に
つ
い
て
友と

も

達だ
ち

や
家か

族ぞ
く

で
話は

な

し

合あ

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子こ

ど
も
が
見み

つ
け
た
差さ

別べ

つ

メ
モ

わたしがはじめる人
じ ん

権
け ん

教
きょう

育
い く
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スポーツ

■
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会（
ミ
ッ

　

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
）

日
時　

11
月
11
日（
日
）

午
前
９
時
～

（
予
備
日
11
月
18
日
）

会
場　

雨
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
秋
季
市
民
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

11
月
11
日（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

■�

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
大
会

日
時　

11
月
18
日（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

■
湖
南
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時　

11
月
25
日（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

■�

秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
お
よ
び
シ
ニ

ア
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日
時　

11
月
27
日（
火
）

午
前
９
時
～

会
場　

近
江
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部

■
湖
南
市
秋
季
剣
道
大
会

日
時　

12
月
９
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～

会
場　

総
合
体
育
館

問
湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合
体

育
館
内
〕�

�
71
◦
3
3
0
6

�
72
◦
7
1
1
7

11
月
・
12
月
の
予
定

○日時　11月17日（土）
　午後７時～９時
○会場　総合体育館
○種目　卓球、バドミントン、パドル
テニス、バスケットボール、キンボー
ル、太極拳の体験など
問�生涯学習課〔石部文化総合センター〕
　�77◦7045　�77◦6253

みんなで運動する日

無料
開放

毎月第3土曜日

問：問い合わせ先

東海道石部宿ふれあいウォーク
■日時　11月18日（日）(受付 : 午前９時～９時45分 )
■集合場所　じゅらくの里
■参加費　300円（保険料を含む）　中学生以下は無料
※コース中の寺院などの拝観料・入館料は自己負担
①浪漫コース（約10km）
じゅらくの里→常楽寺→雨山文化運動公園→里山
しょうらい公園→田楽茶屋→道の辺広場→あけぼの
公園→じゅらくの里
②錦秋コース（約13km）
じゅらくの里→長寿寺→うつくし松→あけぼの公園
→道の辺広場→田楽茶屋→雨山文化運動公園→常楽
寺→じゅらくの里
■持ち物　弁当、水筒、雨具など
■申込方法　当日、参加費を受付へ。
問東海道石部宿ふれあいウォーク実
行委員会（生涯学習課内）〔石部文
化総合センター〕
　�77◦7045 　�77◦6253

2007石部宿場マラソン大会

12月９日（日）　場所／じゅらくの里
種　目 出場資格 参加費

2km（男・女） 小学生 無料
3km（男・女）

中学生以上
1,000円

5km（男・女） 1,500円
10.5km（男・女）高校生以上 2,000円
※2kmの部は保護者伴走可

■表彰　各部門の１位～３位ま
　での出場者に賞状とメダルを
　贈呈します。
■申込期限　11月9日（金）
問�大会事務局（生涯学習課内）
　〔石部文化総合センター〕
　�77◦7045　�77◦6253

参加者募集

12月７日（金）
場所 /名神竜王カントリー倶楽部
■参加費　
○キャディー付乗用カート…14,320円
○セルフ乗用カート…………11,695円
■競技方法
　18ホールストロークプレー（ダブルぺリア方式）
■主催　甲賀・湖南市チャリティーゴルフ大会実
行委員会
問名神竜王カントリー倶楽部　�62◦4387

チャリティーゴルフ大会甲賀・湖南市

収
益
金
で
ス
ポ
ー
ツ
用

品
を
購
入
し
、
甲
賀
・

湖
南
市
内
の
全
中
学
校

に
贈
呈
し
ま
す
。

　湖南市ゴルフ協会（青木善政会長）から青少年健全育成のためにと、
チャリティーゴルフの収益金54,500円を寄付していただきました。
　今後の青少年育成活動に役立てていきます。ありがとうございました。

青少年育成に寄付金
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ス
ポ
ー
ツ
結
果

スポーツ

第
3
回
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

9
月
9
日　

野
洲
川
親
水
公
園

【
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉北
山
台
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
同
好
会

〈
準
優
勝
〉甲
陽
台
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ

第
3
回
湖
南
市
地
区
対
抗
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
月
22
日　

野
洲
川
親
水
公
園

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

緑
ヶ
丘
区

〈
準
優
勝
〉　

イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド
区

〈
第
3
位
〉　

花
園
区

市
長
杯
お
よ
び
ペ
ア
ー
ゴ
ル

フ
大
会（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

9
月
30
日　

甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部

【
市
長
杯
】

〈
優　

勝
〉　

藤
井　

貴
士

〈
準
優
勝
〉　

石
田　

長
次

〈
第
3
位
〉　

岡
本　

富
士
夫

〈
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
男
子
〉

　
　
　
　
　

小
林　

孝
司

〈
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
女
子
〉

　
　
　
　
　

中
村　

信
子

【
ペ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
】

〈
優　

勝
〉　

Ｏ
Ｙ
チ
ー
ム

〈
準
優
勝
〉　

い
し
べ
え
ど
ん
⑥

〈
第
3
位
〉　

石
部
ど
ん
ぐ
り
会
①

第
3
回
湖
南
市
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
大
会

9
月
23
日　

じ
ゅ
ら
く
の
里
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
場

【
団
体
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

石
部
南
区
Ａ

〈
準
優
勝
〉　

西
寺
・
丸
山
区

【
個
人
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

友
安　

光
男

〈
準
優
勝
〉　

上
杉　

重
夫

湖
南
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

秋
季
大
会

10
月
13
日　

野
洲
川
親
水
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

〈
優　

勝
〉　

平
井　

一
義

〈
準
優
勝
〉　

松
村　

久
子

〈
第
３
位
〉　

兜　

義
和

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

〈
優　

勝
〉　

長
谷　

武
造

〈
準
優
勝
〉　

井
藤　

明
男

〈
第
３
位
〉　

野
村　

喜
郎

【
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
】

〈
優　

勝
〉　

志
戸　

実
春

〈
準
優
勝
〉　

岩
渕　

和
義

〈
第
３
位
〉　

木
下　

孝

湖
南
市
柔
道
大
会（
第
22
回
が

ん
ば
ろ
う
大
会
）

10
月
13
日　

総
合
体
育
館
柔
道

場【幼
年
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

谷
中　

玲
哉

〈
準
優
勝
〉　

山
下　

波
音

〈
第
３
位
〉　

渡
邊　

伽
羅

【
１
・
２
年
生
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

梅
中　

束
真

〈
準
優
勝
〉　

園
田　

萌
絵
香

〈
第
３
位
〉　

山
村　

純
菜

〈
第
３
位
〉　

佐
藤　

蓮
太　

【
３
・
４
年
生
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

渡
邊　

莉
希

〈
準
優
勝
〉　

西
島　

か
れ
ん

〈
第
３
位
〉　

西
村　

虹
歩

〈
第
３
位
〉　

中
村　

ツ
ヨ
シ

【
５
・
６
年
生
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

上
西　

亮
太
朗

〈
準
優
勝
〉　

小
林　

優
太

〈
第
３
位
〉　

渡
邊　

哲
薫

〈
第
３
位
〉　

西
村　

風
馬

【
中
学
生
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

今
井　

堅

〈
準
優
勝
〉　

山
中　

翼

〈
第
３
位
〉　

谷
中　

勝
哉

〈
第
３
位
〉　

藤
井　

信
嘉

▲ペアゴルフ大会

▲市長杯



2007.11  Konan 22

　

10
月
20
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
比
布
少
年
野
球
団
14
人

が
本
市
を
訪
れ
、
下
田
小
・

水
戸
小
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
比
布
町
青
少
年

ふ
る
さ
と
探
訪
事
業
の
一
環

と
し
て
、
今
年
の
4
月
に
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
本
市

を
訪
れ
た
の
に
続
き
行
わ
れ

た
も
の
。
明
治
時
代
に
下

田
村
か
ら
北
海
道
へ
開
拓
に

渡
っ
た
人
々
が
礎
を
築
い
た

先
祖
の
ふ
る
さ
と
湖
南
市
へ
よ
う
こ
そ

　
　

●
北
海
道
比ぴ

っ

布ぷ

町
の
野
球
少
年
団
が
市
を
訪
問

と
さ
れ
る
比
布
町
と
は
、
旧

甲
西
町
の
と
き
か
ら
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

電
車
や
飛
行
機
を
乗
り
継

い
で
お
よ
そ
1
日
か
け
て
湖

南
市
へ
た
ど
り
着
い
た
一
行
。

交
流
試
合
に
先
駆
け
て
市
内

の
寺
や
伝
統
工
芸
会
館
を
見

学
し
た
岩
城
一
磨
く
ん（
比

布
小
6
年
）は
、「
北
海
道
と

違
っ
て
道
が
狭
い
の
に
び
っ

く
り
し
た
。
比
布
に
は
な
い

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
見
ら

　

9
月
23
日
・
24
日
に
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た
第
20

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭（
ス
ポ

レ
ク
あ
お
も
り
2
0
0
7
）の
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
競
技
に

谷
口
康
浩
さ
ん（
花
園
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

5
年
前
、
健
康
診
断
に
引
っ
か
か
っ
た
谷
口
さ
ん

は
、
奮
起
し
て
ジ
ム
に
通
う
こ
と
に
。
そ
こ
で
エ
ア

ロ
ビ
を
目
に
し
て「
同
じ
場
所
で
走
っ
た
り
、
自
転

車
を
こ
い
だ
り
す
る
だ
け
で
は
す
ぐ
飽
き
そ
う
だ
が
、

こ
れ
な
ら
続
く
か
も
」と
思
い
、
エ
ア
ロ
ビ
の
世
界

に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
競
技
に
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
谷
口
さ
ん
は
ジ
ム
の
仲
間
と

チ
ー
ム
を
結
成
。
6
月
に
米
原
で
行
わ
れ
た
ス
ポ
レ

ク
大
会
の
県
選
考
会
に
出
場
し
、
参
加
30
チ
ー
ム
の

な
か
か
ら
見
事
県
の
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
全
国
大
会
で
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
悔
い
が

残
る
が
、
全
国
の
選
手
や
地
元
の
人
々
と
の
交
流
を

楽
し
め
た
。
全
国
の
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
、
改
め
て

競
技
と
し
て
の
エ
ア
ロ
ビ
を
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気

に
な
っ
た
」と
仕
事
の
合
間
に
仲
間
と
と
も
に
汗
を

流
す
谷
口
さ
ん
。

来
年
、
滋
賀
で
行

わ
れ
る
ス
ポ
レ
ク

へ
の
出
場
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
将

来
的
に
は
エ
ア
ロ

ビ
の
楽
し
さ
を
多

く
の
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
生
き

生
き
と
し
た
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し

た
。

エ
ア
ロ
ビ
で
手
に
入
れ
た

仲
間
と
健
康

　
　

●
谷
口
康
浩
さ
ん
、

ス
ポ
レ
ク
あ
お
も
り
2
0
0
7
出
場

　

10
月
12
日
・
19
日
・
26
日

の
3
日
間
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
車
椅
子
ダ
ン
ス
体
験

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
障

が
い
の
あ
る
人
も
健
常
者
も

垣
根
を
越
え
て
感
動
を
分
か

ち
合
お
う
と
、
車
椅
子
ダ
ン

ス
甲
西
支
部
が
企
画
し
た
も

の
。
車
椅
子
の
扱
い
方
、
乗

る
と
き
の
注
意
点
を
学
ん
だ

後
、
ス
タ
ン
ド（
立
っ
て
踊
る

人
）と
チ
ェ
ア
ー
（
車
椅
子
で

踊
る
人
）が
輪
に
な
り
、「
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
」や「
コ

ロ
ブ
チ
カ
」
な
ど
の
曲
に
合

わ
せ
て
車
椅
子
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
榎
千
枝
子
さ
ん

（
柑
子
袋
）は「
誘
わ
れ
て
参

加
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
車
椅
子
の

扱
い
方
も
分
か
り
ま
し
た
」、

ま
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

永
田
早
知
代
さ
ん（
中
山
）は

「
車
椅
子
の
人
も
健
常
者
も
男

女
年
齢
を
問
わ
ず
、
楽
し
め

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」に
合
わ
せ
て

　
　

●
車
椅
子
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
体
験
講
座

れ
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
来
て
み

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
す
。
今
後
も
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
小
学
校
な
ど
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
広
め
て
い
き
た
い

で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

前列左が谷口さん
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情報政策課（�71◦2300　�72◦3390）へ
あなたの周りの身近な出来事や話題をお待ちしています。

このコーナーはまちの話題や活動などを紹介しています

全
国
の
舞
台
で
堂
々
の
プ
レ
ー

　
　

●
国
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
女
子
で
滋
賀
選
抜
が
優
勝
！！

　

国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
女
子

滋
賀
選
抜
チ
ー
ム
に
市
内
か
ら
滋
賀

学
園
高
校
3
年
生
の
中
山
麻
衣
さ
ん

（
団
地
南
）と
水
口
高
校
2
年
生
の
田

井
静
華
さ
ん（
イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド
）の

二
人
が
選
ば
れ
、
10
月
6
日
･
7
日

に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
た
第
62
回
国

民
体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
、
一
回
戦
で
北
海
道
選

抜
、
準
々
決
勝
で
は
秋
田
選
抜
に
延

長
の
末
１

－

０
で
粘
り
の
勝
利
。
ベ

ス
ト
4
へ
と
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、

準
決
勝
以
降
が
雨
で
中
止
に
。
ベ
ス

ト
4
に
勝
ち
残
っ
た
チ
ー
ム
が
す
べ

て
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
力
は
十
二
分
に
発
揮
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
数
少
な
い
好

機
を
生
か
し
チ
ー
ム
み
ん
な
の
力
で

　

9
月
29
日
・
30
日
に
開
催
さ
れ
た

水
口
乗
馬
ク
ラ
ブ
主
催
の
水
口
オ
ー

タ
ム
カ
ッ
プ
に
、
日
枝
中
１
年
の
奥

井
達
也
さ
ん（
松
風
苑
桐
山
）と
甲
西

中
１
年
の
都
井
祐
次
さ
ん（
柑
子
袋
）

が
出
場
。
県
内
外
の
乗
馬
ク
ラ
ブ
か

ら
約
1
0
0
人
が
参
加
し
た
こ
の
大

会
で
、
奥
井
さ
ん
は
ク
ロ
ス
バ
ー
飛

越
競
技
と
低
障
害
飛
越
競
技（
60
㎝
）

で
、
都
井
さ
ん
は
低
障
害
飛
越
競
技

（
70
㎝
）で
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
大
会
で
は
、
バ
ー
を
落
と
さ
ず

早
い
タ
イ
ム
で
走
れ
ま
し
た
。
次
は

低
障
害
70
㎝
に
挑
戦
し
優
勝
し
た
い
。

夢
は
騎
手
に
な
る
こ
と
で
す
」（
奥

井
さ
ん
）、「
馬
に
乗
っ
て
走
っ
て
い

る
と
き
が
一
番
楽
し
い
。
大
会
で
も

ス
プ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
（
馬
）と
と
も
に
楽

し
く
走
れ
ま
し
た
。
夢
は
調
教
師
に

愛
馬
と
と
も
に
駆
け
抜
け
る

　
　

●
水
口
オ
ー
タ
ム
カ
ッ
プ
で
市
内
中
学
生
2
人
が
優
勝　
　

な
る
こ
と
で
す
」（
都
井
さ
ん
）と
話

す
二
人
。
そ
ん
な
仲
良
し
の
二
人
は
、

夢
に
向
か
っ
て
愛
馬
と
と
も
に
走
り

続
け
て
い
ま
す
。

勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
中

山
さ
ん
）、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
ど

こ
の
チ
ー
ム
に
も
負
け
る
気
は
し
な

か
っ
た
の
で
、
中
止
は
残
念
で
す
。

自
分
た
ち
の
力
で
優
勝
し
た
か
っ
た
」

（
田
井
さ
ん
）と
話
す
二
人
。
今
後
も

そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

■日時　12月14日（金）
午後６時30分（開場：午後６時）
■場所　甲西文化ホール
■出演　宮川大助・花子、海原は
るか・かなた、シンデレラエキ
スプレス、プラスマイナス
■申込方法　11月23日（祝）まで
（必着）に、郵便番号・住所・氏名・
電話番号・希望人数（２人まで）
を往復はがきで甲西文化ホール
「上方演芸会」係へ。
※返信用表面にも郵便番号 ･ 住
所・氏名を記入してください
※申込多数の場合は抽選
※一人１通に限ります
■問い合わせ先
　甲西文化ホール〔〒520−323
　4中央５-57〕� �72◦2133
　NHK大津放送局

　�077◦522◦5101

http://www.nhk.or.jp/otsu/

ＮＨＫ「上方演芸会」
公開収録観覧者募集

クロスバー飛越競技に
臨む奥井さん

低障害飛越競技に臨む
都井さん

中山さん（左）と田井さん（右）

　子どもたちの体力と創造力を
養うためにと、湖南ロータリー
クラブと台

たい

北
ぺ い

府
ふ ー

門
め ん

ロータリーク
ラブから、遊具を頂きました。
　子育て支援センターに設置し
て、子どもたちの健全育成に役
立てていきます。

ロータリークラブが
遊具を寄贈

ありがとうございます
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◎譲ります
●ヤマハ製オルガン　●ひな人形（７段飾り）　
●婚礼用座布団（夏・冬用各10枚）　
●結納用品一式

◎譲ってください
●スクール水着（紺色男子用女子用とも140cm～ 150cm）
●石部南小学校用ひだスカート（140cm～ 150cm）
●子ども用ベッド　●勉強机（電灯付き）
●チャイルドシート（新生児から）
●ひかり幼稚園制服（３歳男子）
●子ども用自転車（12インチ）　●小型耕運機
●釣具（こいざお3号以上・リール・さお立て）
●スタッドレスタイヤ（155/80 Ｒ13）　
※�交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい
人の間で直接行っていただきます。その際、
連絡先の電話番号を相手方にお伝えするこ
とになりますのでご了承ください。

問環境課〔東庁舎〕��71◦2358　�72◦2201

　リサイクルプラザは、燃えないごみを処理す
る施設です。燃えるごみ、家電リサイクル４品
目、家庭用パソコンなどお預かりできないもの
があります。「保存版ごみの分け方出し方マニュ
アル」で必ず確認してください。

交　換　銀　行

湖南市リサイクルプラザ
�75◦3933　�75◦3904

今
月
の
納
税
な
ど

･
国
民
健
康
保
険
税（
第
７
期
）

･
保
育
料

･
介
護
保
険
料

･
住
宅
使
用
料

･
上
水
道
使
用
料

･
下
水
道
使
用
料

　

納
期
限
は
11
月
30
日（
金
）で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
な
ど
は

　
　

”口
座
振
替
“で
！

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省

け
ま
す
。

　

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続

き
を
行
う
と
、
翌
月
以
降
か
ら
口

座
振
替
に
な
り
ま
す（
手
続
き
に

は
通
帳
と
届
出
印
が
必
要
で
す
）。

問
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
2
0

�
72
◦
2
4
6
0

11
月
は「
文
化
財
保
護
強

調
月
間
」

　
「
文
化
財
保
護
強
調
月
間
」は
、

文
化
財
愛
護
思
想
を
普
及
・
啓
発

し
、
文
化
財
保
護
の
一
層
の
推
進

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
10
月
1
日
現
在
、
市

内
に
は「
湖
南
三
山
」
の
常
楽
寺

本
堂
・
常
楽
寺
三
重
塔
・
長
寿
寺

本
堂
・
善
水
寺
本
堂
の
国
宝
4
件

を
含
め
国
指
定
文
化
財
が
36
件
、

国
登
録
有
形
文
化
財
が
1
件
、
県

指
定
文
化
財
が
9
件
、
市
指
定
文

化
財
が
62
件
あ
り
、
市
指
定
無
形

文
化
財
保
持
者
が
一
人
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
が
70
か
所
あ
り
ま
す
。

　

11
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

の
2
日
間
、「
関
西
文
化
の
日
」

に
協
賛
し
て
東
海
道
石
部
宿
歴

史
民
俗
資
料
館
を
無
料
開
放
し
ま

す
。
ま
た
、
11
月
1
日（
木
）か

ら
県
博
物
館
協
議
会
加
盟
館
で
は

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ

さ
い
。

問�

生
涯
学
習
課〔
石
部
文
化
総
合

セ
ン
タ
ー
〕�

�
77
◦
6
2
5
0

�
77
◦
6
2
5
3

下
田
あ
き
ん
ど
塾

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

募
集

　

小
・
中
学
生
が
公
民
館
に
宿
泊

し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
力
で
炊
事

や
掃
除
を
し
、
学
校
に
通
う
通
学

合
宿「
下
田
あ
き
ん
ど
塾
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
合
宿
期
間

　

11
月
21
日（
水
）～
23
日（
祝
）

■
場
所　

下
田
公
民
館

■
内
容　

調
理
指
導
、も
ら
い
湯
、

送
迎
な
ど

■
主
催　

下
田
あ
き
ん
ど
塾
実
行

委
員
会

■
共
催　

湖
南
市
教
育
委
員
会
、

下
田
青
少
年
育
成
学
区
民
会

議
問�

生
涯
学
習
課〔
石
部
文
化
総
合

セ
ン
タ
ー
〕 �

�
77
◦
6
2
5
0

 

�
77
◦
6
2
5
3

 　

下
田
公
民
館 �

75
◦
0
0
1
1

       

�
75
◦
4
4
9
1

 
I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

情
報
あ
ら
か
る
と

問：問い合わせ先

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

■印…休所日
□印…粗大ごみ戸別収集日
※粗大ごみ戸別収集の申し込みは、収集日の前の週の
金曜日までに電話でリサイクルプラザへ。
※搬入（持ち込み）の受付は開所日の午前９時～午後４
時です。なお破砕機の修繕のため、11月22日（木）〜
12月４日（火）は粗大ごみ、不燃ごみの受入はできま
せん。 
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琵
琶
湖
・
淀
川
の
河
川
整

備
に
関
す
る
意
見
募
集

　

琵
琶
湖
・
淀
川
の
今
後
の
河
川

整
備
に
関
す
る
提
案
や
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
国
が
予
定
し
て

い
る
河
川
整
備
計
画
の
原
案
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

琵
琶
湖
河
川
事
務
所〔
〒
５
２
０

｜

２
２
７
９
大
津
市
黒
津
４

｜

５

｜

１
〕

�
0
7
7
◦
5
4
6
◦
0
8
4
4

�
0
7
7
◦
5
4
6
◦
5
7
5
9

http://w
w
w.biw

akokase
n.go.jp/

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
意
見
募
集

フ
ォ
ー
ム
か
ら
意
見
を
送
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

下
水
道
の
水
洗
化
に
ご
協

力
を

　

市
で
は
、水
洗
化
促
進
の
た
め
、

下
水
道
の
供
用
開
始
後
3
年
以
上

経
過
し
た
地
域
の
未
接
続
世
帯
へ

戸
別
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　

推
進
員
は
、
湖
南
市
発
行
の
身

分
証
明
書
を
常
に
携
帯
し
て
い
ま

す
。
不
審
な
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
て
く

だ
さ
い
。
身
分
証
明
書
の
提
示
に

応
じ
な
い
場
合
は
、
市
が
委
託
を

し
て
い
る
推
進
員
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課〔
東
庁
舎
別
棟
〕

�
71
◦
2
3
5
1

�
72
◦
2
3
3
2

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
試
験

　

下
水
道
事
業
を
実
施
し
て
い
る

市
町
で
は
、
排
水
設
備
工
事
は
専

門
的
な
技
術
を
伴
う
た
め
、
一
定

水
準
以
上
の
技
術
を
持
っ
た
人
を

試
験
な
ど
に
よ
り
責
任
技
術
者
と

し
て
認
定
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

■
日
時　

平
成
20
年
２
月
21
日

（
木
）　

午
後
2
時
～

■
場
所　

立
命
館
大
学
び
わ
こ
・

く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス

■
申
込
方
法　

11
月
15
日（
木
）の

午
後
5
時
ま
で
に
申
込
書
を

問
へ
。

問
上
下
水
道
課〔
東
庁
舎
別
棟
〕

�
71
◦
2
3
5
1

�
72
◦
2
3
3
2

 （
財
）滋
賀
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

 

�
0
7
7
◦
5
6
5
◦
0
2
1
6

日
枝
土
地
区
画
整
理
事
業

説
明
会

　

日
枝
中
学
校
周
辺
土
地
約
12 

ha

に
つ
い
て
の
土
地
区
画
整
理
事
業

（
平
成
20
年
10
月
開
始
予
定
、
事

業
主
体
：
日
枝
土
地
区
画
整
理
組

合
）の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
2
日（
日
）

　

午
前
10
時
～

■
場
所　

市
民
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
（
サ
ン
ヒ
ル
ズ
甲
西
）別

館
問
都
市
計
画
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
3
6

�
72
◦
7
9
6
4

　
　
　
　
　

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
次
の
募

集
・
受
験
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
種
目

①
自
衛
隊
生
徒

②
2
等
陸
海
空
士（
3
・
4
月
隊

員
）

■
受
験
資
格（
H 

20
・
4
・
1
現
在
）

①
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了

者
②
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

①
11
月
1
日（
木
）～
平
成
20
年

1
月
8
日（
火
）

②
試
験
日
前
日
ま
で

■
試
験
日

①〔
一
次
〕
平
成
20
年
１
月
12
日

（
土
）

　
〔
二
次
〕
平
成
20
年
１
月
25
日

（
金
）か
ら
28
日（
月
）ま
で
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

②
12
月
1
日（
土
）

《
受
験
説
明
会
》

○
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部
草

津
地
域
事
務
所

・�

11
月
30
日（
金
）ま
で
の
期
間

で
希
望
日
時
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部

　
（
�
0
7
7
◦
5
2
4
◦
６
４

４
６
）

・
毎
週
木
曜
日　

午
後
4
時
～

問
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部
草

津
地
域
事
務
所
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問：問い合わせ先　　 ：ホームページアドレス

弁護士無料法律相談
一人で悩んでいませんか？

悩むよりまず相談してください。

　抱えている問題を自分だけで解決しよう
としたり、いつまでも放っておいたりする
とますます複雑になり、解決が困難になり
ます。できるだけ早く弁護士に相談してく
ださい。
　相談時間は１人30分で、相談は無料で
す。
■日時　12月12日（水）　午後１時～４時
■場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）
■定員　６人（先着順）
■申込方法　11月16日（金） 以降の平日の
午前８時30分から午後５時15分までに
下記へ（電話不可）。
問住民総合相談窓口〔東庁舎１階〕
　�71◦2360

日枝中

水戸幼稚園

田代が
池公園

水戸小

高松公園

下田小

日枝中

水戸幼稚園

田代が
池公園

サンヒルズ甲西別館サンヒルズ甲西別館水戸小

高松公園

下田小

若竹町

西峰町西峰町

文

文

文
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問湖南市観光物産協会（商工観光課内）〔東庁舎〕
�71◦2331　�72◦7964

問人権政策課〔東庁舎〕　�71◦2354　�72◦2201
　人権教育課〔西庁舎〕　�77◦7036　�77◦4101

問�サンヒルズフェスタ実行委員会事務局（市民学習
交流センター内）〔〒520-3202西峰町1-1〕

�75◦8190　�75◦8192

　　　　　問三雲会館　　　　　　��・�72◦3166
　　　　　　三雲教育集会所　　　��・�72◦3301
　　　　　　三雲公民館　�72◦4532　�71◦2636

　～人権・平和・環境・福祉・
国際交流を共に考えよう～　

●11月11日（日）　午前９時30分～午後３時
※展示は11月10日（土）から
●場所　市立三雲公民館
◇開催セレモニー
◇ステージ発表（午前９時40分～午後２時30分）
　三雲保育園・三雲幼稚園遊戯発表、甲西吹奏楽
団ジュニアバンド、甲西中学校吹奏楽部、甲西
高等学校吹奏楽部、地元芸能発表など
◇展示
　子育て支援学級共同作品、人権問題パネル展、
園児作品（三雲保育園・三雲幼稚園）、一般作品
◇ふれあい広場（午前11時～午後１時）
◇食べ物コーナー
◇フリーマーケット
◇もちつき大会（午前11時～午後１時30分）
◇ふれあい福祉基金募集
※会場は駐車場が少ないので、車での来場はでき
るだけ控えてください。
■主催　じんけんのまつり2007実行委員会

サンヒルズフェスタ2007
〜つどおう・つなごう・地域の輪〜
●11月25日（日）
　午前９時30分～午後４時
◇開会セレモニー（午前９時30分～）
◇ステージ発表（午前10時～午後2時）
◇作品展示
◇親子ふれあい体験広場
　（午前10時～午後２時）
　パソコンでカレンダーづくり、和紙で凧づくり、
バルーンアート、手品
◇交流コーナー
　もちつき大会、飴細工体験
◇健康コーナー
・骨の健康チェック！（午前10時～）
　〔先着150人〕
・親子でスキンシップ体操教室（午前11時～）
・楽しいストレッチ体操教室（午後２時～）
◇フリーマーケット・模擬店コーナー
　（午後３時まで）

フリーマーケット出店者募集
■場所　多目的ホール
■区画　25区画
■出店料（１区画：２m×２m）　1,000円

体操教室参加者募集
・親子スキンシップ体操教室
■対象　３歳～８歳の子どもとその保護者
　（２人１組）
■定員　10組
■時間　午前11時～ 11時30分

・楽しいストレッチ体操教室
■対象　健康な成人
■定員　15人
■時間　午後２時～２時45分

■申込方法　11月20日（火）までに、住所・氏名・
電話番号・希望するものをはがきまたはFAXで。

じんけんのまつり2007
第22回 みくも部落解放文化のつどい

女
ひ と

と男
ひ と

ともに輝くまち
湖南のつどい

●12月２日（日）
　午後１時30分～４時
●場所　石部文化ホール
・�おーまきちまきトーク＆コ
　ンサート
・�女性市議会議員などによる
　パネルディスカッション

問菩提寺公民館　�74◦3471　�74◦4005

第17回 菩提寺公民館まつり

湖南三山　秋の一斉同時公開
　県内の国宝建築物22件のうち４件を擁する湖
南三山 (常楽寺・長寿寺・善水寺 )。これら天台
古刹３か寺の国宝・重要文化財の同時公開が行わ
れます。期間中は、限定の朱印帳が各寺1,000冊
限定で用意されます。
■期間　11月18日（日）〜 30日（金）
　午前９時～午後４時
■拝観料　各寺500円
■朱印料　各寺300円

問
：
問
い
合
わ
せ
先

イ
ベ
ン

ト

●11月17日（土）・18日（日）
◇体験ひろば（17日 午前９時30分～午後２時／
受付は午後１時まで）参加費300円
　手作りキャンドル、スノーフレーク、おもてな
しはし袋作り
◇展示（17日・18日　午前９時～午後４時）
◇発表（18日　午前９時15分～午後３時45分）
◇バザー（18日　午前10時～午後３時）
◇フリーマーケット（18日　午前10時～午後３時）
※会場は駐車場が少ないので、車での来場はでき
るだけ控えてください。
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�75◦8190　�75◦8192〔〒520-3202 西峰町１－１〕

　市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）

朗読コンサートの夕べ
　秋の夜長、朗読と生演
奏の心和むひと時を演出
します。
・11月７日（水）
　葉っぱのフレディ（レオ・バス
カーリア）・花のき村と盗人たち
（新美南吉）などの朗読とピアノ
＆バイオリンの演奏

・11月14日（水）
　蜘蛛の糸（芥川龍之介）・花宵（山
本周五郎）などの朗読と箏

こ と

の演奏
　午後７時（開場：午後６時30分）
※１回のみの参加も可

生かされている悦び
　人はだれもが一人では生きてゆ
けません。自分さえよければよい
という考え方を改め、もう一度、
親子の関係や近所とのつながりの
大切さを一緒に考えませんか。
■日時　11月９日（金）
　午後７時～
■場所　別館大集会場
■講師　乾憲雄さん
　（正念寺住職）
■主催　水戸青少年
　育成学区民会議

入場
無料

問：問い合わせ先　　 ：ホームページアドレス

�・� 77 ◦ 2535

　石部南公民館

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
　基礎からシステムの相談まで I

アイ

・
I
アイ

ランドめーる編集スタッフが指
導します。
■�日時　毎週月曜日
午前９時30分～ 11時30分
※事前に申し込みが必要です。その
際に相談内容をお知らせください。

� 77 ◦ 6250　� 77 ◦ 6253

　石部公民館

やさしい情報生活講座
中高年のための携帯電話
講習会
　最近の携帯電話は機能が満載で
す。便利ですが、使いこなすのは
大変。もっと活用して生活を豊か
にしませんか。
■�日時　12月１日（土）
　 午後１時30分～４時30分
■�定員　14人（先着順）
■�受講料　無料
※別途テキスト代（600円）が必要
です。

※携帯電話はお貸しします。
■�講師　湖南ネットしが
■�申込方法　11月22日（木）までに
電話かFAXで。

初心者パソコン教室
　自分のペースで学べます。
■�日時　毎月第２・第４水曜日　
　午後７時～９時
■�受講料　無料　※テキスト代別
■�講師　湖南まなびすとスタッフ
※直接会場へお越しください。

�72◦2133　�72◦7305

　　　甲西文化ホール

きらめきコンサート2007
　客演指揮にお馴染みの岩井直溥
さん、ゲストにはフルート奏者の
前田綾子さんを迎えてお送りする
甲西吹奏楽団演奏会。
■日時　12月２日（日）
　午後２時開演
■入場料【全席自由】　前売［一般］
　900円、［中高生］500円
■前売券販売所　甲西文化ホール

■主催（財）湖南市文化体育振興事
業団
http://www.kosei-bunkahall.    

    jp/

クリスマスファミリー
コンサート
　NHK教育テレビで活躍した元歌
のお姉さんの田中あつ子さんと元
体操のお兄さんの山田宏史さんの
楽しいコンサート。家族みんなで
お越しください。
■日時
　12月23日（日）
　午後１時30分開演
■入場料【全席指定】
　前売1,000円

■前売券販売所　甲西文化ホー
ル、平和堂甲西中央店、アルプ
ラザ水口店、ローソンチケット
�0570◦084◦005（L コード
=53053）

　

第3回ピアノ絵本館
おはなしとエレクトーンで聴く

『眠れる森の美女』
　松木公子さんの朗読と筒井由佳
さんのエレクトーン演奏を聴きな
がら自由な世界を思い描いてみて
ください。さあ、あなたの頭の中
には、どんなお姫様がどんな森の
お城で眠っているでしょうか。
■日時　12月９日（日）
　午後１時30分開演
■場所　石部文化ホールロビー
問石部文化ホール自主事業実行委
員会いべっく（山田）

　�090◦1899◦3719

入場
無料

石部文化ホール

�・�72◦7444

　　　

下田焼干支絵付け体験
　下田焼の皿に来年の
干支の絵付けをしてみ
ませんか。
■体験期間
　11月18日（日）
　　　　　～ 25日（日）
　午前10時～午後５時
■参加費　500円（一枚／直径18cm）
■引取期間
　12月19日（水）～ 26日（水）
※休館日（月・火曜日）を除く
■協賛　近江下田焼陶房
■申込方法　伝統工芸会館か商工
観光課へ電話か FAXで。
問商工観光課〔東庁舎〕
　�71◦2331　
　�72◦7964

伝統工芸会館

講演会

　　　　
消防団ふれ愛さんでー
　消防団活動への理解と防火・防
災への意識を高めることを目的に
開催します。
  石部防災センターの公開、備蓄
品・防災用品の展示、非常食の試
食、消防車との写真撮影会、起震
車による地震体験などを催します。
家族そろってお越しください。
■日時　11月４日（日）
　午前10時～午後３時
■場所　石部防災センター
問安心安全課〔東庁舎〕
  �71◦2311　�72◦2000
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甲賀けんせつパネル展
■日時　11月17日（土）・18日（日）
　午前10時～午後８時
■場所　平和堂甲西中央店１階
・土木関連パネルの展示
・「うぉーたん」の写真撮影会
・ショベルカーでの菓子すくい
・航空写真プリントサービス
・土木関連アニメビデオ上映など
問甲賀県事務所管理調整課
　�63◦6130

　　　　
三雲養護学校学習発表会
　三雲養護学校の児童・生徒たち
が、日ごろの学習の成果を発表し
ます。
■日時　11月16日（金）・17日（土）
　午前９時45分～
■場所　三雲養護学校（柑子袋）
問�県立三雲養護学校
　�72◦4011

　　　　
第4回
湖南市青少年育成大会
　今年も中学生実行委員を中心に
手づくりの大会をお届けします。
現在の青少年の生の姿をぜひ見に
来てください。
■日時　11月23日（祝）
　午後１時30分～４時
■場所　甲西文化ホール
　詳しくは生涯学習情報誌「こな
んルネッサンス秋号」をご覧くだ
さい。
■主催　湖南市青少年育成市民会議
■共催　湖南市教育委員会
問�湖南市青少年育成市民会議事務
局（生涯学習課内）〔石部文化総
合センター〕

　�77◦6250　�77◦6253

　　　　
第19回 ふれあい広場
　今年も太鼓・ブラスバンド・フォ
ークソングなどステージ出演者が
多数決定。模擬店、ふれあいマー
ケット、遊びコーナーも充実！楽
しい内容が盛りだくさんです。
■日時　11月11日（日）　
　午前９時30分～午後３時
■場所　県立近江学園（東寺）
問ふれあい広場実行委員会（社会福
祉協議会内）

　�72◦4102　�72◦8898

　　　　
男性介護者のつどい
　高齢者の介護をしている男性を
対象に開催します。男性ならでは
の悩みや想いを、季節のお料理を
味わいながら語らいませんか。
■日時　11月13日（火）
　午前11時30分～午後１時30分
■場所　やまりゅう（岩根中央）
■参加費　1,575円
　（食事代実費相当）
※要事前申込
問高齢者支援センターみくも
　�72◦8100　�72◦7680

　　　　
介護予防運動体験・相談日
　トレーニングマシンに興味があ
る人や、ストレッチ体操の効果的
な方法を知りたい人などの相談・
体験日です。
■実施期間　平成20年３月までの
第１・３月曜日（祝日を除く）
　午前10時～正午
■場所　石部軽運動場
■内容　ストレッチ体操、マシンを
使っての筋力トレーニングほか
■対象　市内在住で昭和18年３月
31日以前生まれの人
※�身体などの状況を確認します。
　前日までにお電話ください。
問高齢福祉介護課〔東庁舎〕
　�71◦4652　�72◦3788

　　　　
明るい社会づくり運動
歴史探訪と自然観察の集い
　今回で7回目を迎える歴史探訪
と自然観察の集い。昨年は徳川家
康の祖母が正福寺から出ているこ
とを知りました。今年もあっと驚
くような事実が分かるかもしれま
せん。
■日時　11月25日（日）
　午前９時～午後３時
■集合場所　菩提寺公民館
■コース　菩提寺公民館－八王子
神社－坂上苅田麻呂の墳墓－西
応寺－菩提禅寺（昼食）－石造多
宝塔、石地蔵、
　石造閻魔像－
　菩提寺公民館
■申込方法　11月20日（火）までに
電話、FAXまたははがきで。
問�ＮＰＯ法人明るい社会づくり運動
滋賀県協議会湖南支部（事務局：
梅原）〔〒520-3241北山台4－
6－11〕　�・�74◦1612

参加費
無料

昼食におにぎりと

お茶を用意します

問：問い合わせ先

　

　大岡越前や近藤勇の名が記載さ
れている小島本陣の宿帳や、宿内
の旅籠で新撰組が切り込んだ際に
返り血を浴びた額、浄瑠璃『桂

かつら

川
が わ

連
れ ん り の

理柵
しがらみ

』に登場する「お半と長右衛
門」を描いた浮世絵を展示します。
■期間　12月２日（日）まで
　午前９時～午後４時30分（入館
は午後４時まで）
■休館日　毎週月曜日
■入館料　大人320円（260円）、
　児童生徒160円（110円）
※（　）内は20人以上の団体料金
問生涯学習課〔石部文化総合セン
ター〕�77◦6250　�77◦6253

東海道石部宿歴史民俗資料館
〔雨山文化運動公園内〕

特集展示 石部宿往来記展

実
行
委
員
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！
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問：問い合わせ先　　 ：ホームページアドレス　　 ：E メールアドレス

　　　　子育てサポーター養成
講座
　子育て中の家庭
を支援するために、
子どもを預かった
り、保育園や幼稚
園の送迎をしたり
する子育てサポー
ターの養成講座を
開催します。
■日時　11月28日（水）・29日（木）、
　12月３日（月）・５日（水）・６日
（木） 午前９時30分～午後０時
30分（12月５日のみ午後１時30
分～３時30分）
■場所　社会福祉センター
■対象　市内在住で20歳以上の人
■定員　20人（先着順）
※�講座終了後、ファミリー・サポー
ト・センターの提供会員として
活動できます。
■参加費　無料
※�別途テキスト代（2,500円）が必
要です
※�託児サービスあり
問�ファミリー・サポート・センター
〔平和堂甲西中央店３階〕
　�71◦4647　�71◦4662

パソコンを始めたい人。「基礎か
らじっくり」、「継続的に」など希
望をお寄せください。

　　　　
パソフレ講座
カレンダーとXmasカード作成
　ワードでカレンダーやクリスマス
カードを作り、ワードの活用方法を
学習します。
■日時　12月５日（水）
　午後１時30分～４時
■場所　市民学習交流センター（サ
ンヒルズ）本館
■対象　「Word 初級」講座を終了
した人または同レベルの人
■受講料　750円
■主催　（財）湖南市文化体育振興
事業団
※必ず事前に申し込みをしてくだ
さい。
※パソコン持込可（ただし、Windo
　wsVista,Office2007には対応し
ていません）
問�ＮＰＯ法人パソフレ
　谷　�75◦0063
　鈴木�75◦5466
http://www.pasofure.org./

　　　　
～まちとむらのふれあいフォーラム～
料理教室
　秋冬野菜を使って懐かしい料理
を作ってみませんか。
■日時　12月２日（日）
　午前９時～午後１時
■場所　柑子袋公民館
■定員　20人（18歳以上、先着順）
■参加費　300円
■持ち物　エプロン、三角きん
■申込方法　11月14日（水）まで
（土・日曜日を除く）の午前９時
～午後４時に電話で。
問湖南市生活研究会事務局（農林
課内）〔東庁舎〕

　�71◦2349　�72◦7964

　　　　　
Re・Be ワークセミナー

（再就職準備セミナー）
～再チャレンジ始めませんか～
　出産・育児・介護などで退職し、
再就職を希望している人、基礎知
識などを得て不安を解消し、円滑
な再就職への道を拡大しましょう。
■日時　11月21日（水）・22日（木）
　午後１時～４時
■�場所　共同福祉施設（サンライ
フ甲西）
■定員　20人（先着順）
※�託児あり。希望する人は申し込
み時に申し出てください。
問（財）21世紀職業財団滋賀事務所
　�077◦523◦5141
　�077◦523◦5249
　 fvbn8200＠ nifty.com

　
障害者向け年賀状作成教室
■日時　11月23日（祝）・24日（土）
　午後１時30分～４時
■�場所　生活支援センターあかつき
（甲賀市水口町）
■対象　甲賀市・湖南市在住の障
がい者（種別は不問）で、ワード
の文字入力が可能な人
■定員　８人（両日とも参
　加できる人優先）
■申込期限　11月16日（金）
※手話通訳・要約筆記が必要な人
は申し出てください。
※ノートパソコンを持っている人
は持参してください。当センター
のパソコンの台数に限りがあり
ます。早めにお申し込みくださ
い。
問生活支援センターあかつき
　�65◦4641
　�65◦4642

参加費
無料

■期間　12月11日（火）～19日（水）
　〔全７日間〕����午前９時～午後４時
■対象　県内在住の55歳から65歳
までで訪問介護員あるいは居宅
介護従業者2級・3級の資格取得
者（年齢は開講日現在）
■会場　連合会セミナー室（大津
市京町３-２-３英貴ビル）
■定員　30人（申込多数のときは
抽選）
■申込方法　11月29日（木）まで（必
着）に、講習名、住所、氏名（ふ
りがな）、年齢（生年月日）、電話
番号、取得資格を往復はがきで。
問（社）滋賀県シルバー人材セン
ター連合会〔〒520-0051大津市
梅林1-3-10〕
　�077◦525◦4128
　�077◦527◦9490

　　　　　
シニアのためのガイドヘ
ルパー（視覚障害者・全身
性障害者外出介護従業者）
講習会
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☆
一
人
、
図
書
等
15
点
・
Ｃ
Ｄ
５
点
・
ビ
デ
オ（
石
部
図
書
館
の
み
）２
点
ま
で
３
週
間（
移
動
図
書
館
は
次
の
巡
回
日
ま
で
）借
り
ら
れ
ま
す
。
貸
出
点
数
は
両
図
書
館
・

移
動
図
書
館
を
合
わ
せ
た
数
で
す
。
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
本
の
再
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
書
館
へ
行
こ
う

11月の行事予定

甲
西
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

２日（金） 11：00～ 11：30
ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざに
だっこのおはなしかい。絵本の読み聞かせや手遊びなど (乳幼児から入園前の
子どもと保護者向け）。

３日（祝） 14：00～ 16：35
土曜名画座「ラストサムライ」 ’03　米　エドワード・ズウィック監督。トム・
クルーズ主演。南北戦争の英雄が、政府に反旗を翻した侍と固い絆で結ばれる
（字幕）。

４日（日） 14：00～ 15：30 林哲夫さんを囲む会「本を語る」　画業のみならず、装幀家・文筆家として活躍
している林さんに、絵や本について語っていただきます。※要事前申込

10日（土） 14：00～ 16：00 図書館講座「シルクロード～文明をむすぶ道」③ ユーラシア草原の古代遊牧民
の世界観・死生観（講師 : 大澤孝／大阪大学大学院准教授）　※要事前申込

11日（日） 14：00～ 14：30 おはなしの森　図書館員による絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおはな
しの時間（幼児から小学生向け）。

17日（土） 14：30～ 15：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」によるおはなしと絵
本の楽しい時間（前半は４歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。

17日（土）
18日（日） 10：00～ 18：00 鉄道模型運転会　Ｎゲージの鉄道模型を走らせます。持ち込み運転もできます。

24日（土） 14：00～ 15：00 清水薫スライド上映会　左ページをご覧ください。　※要事前申込

25日（日） 14：00～ 16：00 図書館講座「シルクロード～文明をむすぶ道」④ 敦煌とシルクロード　―変容
し発展する仏教美術の世界― （講師：西林孝浩／立命館大学講師）�  ※要事前申込

石
部
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

11日（日） 11：00～ 12：0014：30～ 15：30

きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による絵本の読み聞かせなどの
楽しいおはなしの時間（午前は幼児から小学校低学年向け、午後は小学生以上
向け）。

16日（金） 11：00～ 11：20 よっといでたいむ　図書館員による、おひざにだっこのおはなしかい。絵本の
読み聞かせや紙芝居など（入園前の子どもと保護者向け）。

17日（土） 14：30～ 15：00 お話の扉　朗読ボランティアサークル「さざなみ」による朗読会（小学生から大
人向け）。

24日（土） 16：00〜 16：30 よっといでたいむ　図書館員による絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいお
はなしの時間（幼児から小学生向け）。

「
住
ま
い
」
の
カ
タ
チ

●『
ア
ル
バ
ム
の
家
』
女
性
建
築

技
術
者
の
会
著（
三
省
堂
）…
10

歳
の
こ
ろ
暮
ら
し
た
我
が
家
の

間
取
り
を
再
現
。
雨
戸
、
共
同
井

戸
、
外
便
所
…
昭
和
の
住
宅
が
よ

み
が
え
る
。

●『
ま
ち
な
み
住
宅
の
ス
ス
メ
』

㈳
住
宅
生
産
団
体
連
合
会
編（
鹿

島
出
版
会
）…
１
軒
か
ら
で
も

「
ま
ち
な
み
」
は
作
れ
る
！
住
む

人
に
も
道
行
く
人
に
も
魅
力
あ

る
個
性
派
住
宅
の
数
々
を
紹
介
。

●『
集
合
住
宅
の
時
間
』
大
月
敏

雄
著（
王
国
社
）…
同
潤
会
ア
パ
ー

ト
、
西
長
堀
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
消

え
ゆ
く
近
代
の
集
合
住
宅
を
訪

ね
、
そ
の
歴
史
、
理
想
と
現
実
を

探
る
。

●『
シ
ラ
ス
物
語
』
袖
山
研
一
監

修（
農
山
漁
村
文
化
協
会
）…
あ

の「
シ
ラ
ス
台
地
」
の
シ
ラ
ス
を

壁
材
に
。
人
に
も
環
境
に
も
優
し

い
自
然
素
材
開
発
の
取
り
組
み

を
紹
介
。

●『
住
ま
い
の
こ
と
の
は
手
帖
』

木
山
悳
世
著（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
出
版
）

…
空
中
に
あ
る
の
に
屋「
根
」
と

は
？
切
妻
屋
根
の「
妻
」っ
て
？

住
ま
い
の
言
葉
ミ
ニ
事
典
。

●『
建
築
ツ
ウ
的
普
請
道
楽
の
ス

ス
メ
』
大
島
健
二
構
成（
エ
ク
ス

ナ
レ
ッ
ジ
）…
３
人
の
施
主
が
語

る
魂
を
か
け
た
普
請「
道
楽
」
は

超
個
性
的
。
家
は
人
な
り
！

●『
徹
底
討
論　

私
た
ち
が
住
み

た
い
都
市
』
山
本
理
顕
編（
平
凡

社
）…
わ
た
し
た
ち
は
今
、
本
当

に
住
み
た
い
都
市
に
住
ん
で
い

る
の
か
。
伊
東
豊
雄
×
鷲
田
清
一

な
ど
建
築
家
と
気
鋭
の
学
者
た

ち
の
対
談
で「
住
む
」
こ
と
の
本

質
に
迫
る
。

●『
住
ま
い
と
家
族
を
め
ぐ
る
物

語

－

男
の
家
、
女
の
家
、
性
別
の

な
い
部
屋
』
西
川
祐
子
著（
集
英

社
）…「
家
」
制
度
か
ら
家
族
へ
、

そ
し
て
個
人
へ
…
。
近
代
家
族
の

歩
み
と
そ
れ
に
伴
う
住
宅
の
変

化
を
授
業
方
式
で
優
し
く
説
く
。

●『
世
界
の
不
思
議
な
家
を
訪
ね

て

－

土
の
家
、
石
の
家
、
草
木
の

家
、
水
の
家
』
小
松
義
夫
著（
角

川
書
店
）…
名
も
無
き
人
々
に
よ

る
自
然
素
材
の
家
は
家
自
体
が

不
思
議
な
生
物
の
よ
う
。
写
真
を

見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
い
１
冊
。

●『
ド
ラ
ゴ
ン
・
リ
リ
ー
さ
ん
の

家
の
調
査
』山
本
理
顕
調
査
・
絵
・

文（
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）…
ガ
ス
コ
ン
ロ

か
ら
脱
衣
カ
ゴ
ま
で
、
１
軒
の
家

を
隅
々
ま
で
測
っ
て
図
面
に
す

る
と
…
。
子
ど
も
向
け
と
あ
な
ど

れ
な
い「
く
う
ね
る
と
こ
ろ
に
す

む
と
こ
ろ
」シ
リ
ー
ズ
の
１
冊
。

●『
町
に
住
ま
う
知
恵
』
谷
直
樹

著（
平
凡
社
）…
堺
、
京
、
大
坂
、

奈
良
、
近
世
の
都
市
生
活
を
住
宅

や
寄
り
合
い
所
に
探
る
。

10月27日（土）～11月9日（金） 2007 読 書 週 間 君と読みたい本がある第61回
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図
書
館
へ
行
こ
う

　◦パソコンから（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp
　◦携帯電話から（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP
　◦携帯電話から（暗号化なし）…http://lib.edu-konan.jp/i md/IMD/IMDMAIN.CSP

☆湖南市立図書館ホームページで、両図書館の蔵書を見ることができます。 インターネットや携帯
電話から両図書館で貸
出中の本と雑誌の最
新号を予約できます
（図書館で発行するパス
ワードが必要）。

※移動図書館車でも予約することができます。希望の本が見つからない場合は気
軽にお申し付けください。

●：甲西図書館のみ休館（月・火曜日）
■：石部図書館のみ休館（水曜日）
●：両館とも休館（祝日・月末木曜日）
☆開館時間　午前10時〜午後６時
☆本や行事についての問い合わせは開館時間
中に電話でもどうぞ。

○石部図書館
（石部中央一丁目2-3��77◦6252  �77◦6232）

○甲西図書館
（中央五丁目50 � �72◦5550  �72◦5554）

11月のカレンダー 移動図書館車「マツゾウくん」11月の巡回スケジュール
場　所 日 時　間

岩根東農業集落
センター前

7（水）
21（水）

14：00 〜 14：30

下 田 公 民 館 前 15：00 〜 15：30

中山生協集会所予定地 16：00 〜 16：30

北山台自治会館前 1（木）
15（木）16：30 〜 17：00

市立三雲公民館前 2（金）
16（金）

14：00 〜 14：30

妙感寺多目的集会所前 15：15 〜 15：45

菩提寺幼稚園前
14（水）
28（水）

13：55 〜 14：25
フレンドマート
第 2駐車場 15：20 〜 15：50

サンヒルズ甲西
（本館）駐車場 9（金）14：00 〜 14：30

場　所 日 時　間

岩 根 小 学 校 7（水）
21（水）12：55 〜 13：35

石部南小学校 1（木）
15（木）

13：15 〜 13：55
阿 星 保 育 園 14：20 〜 14：40
石 部 小 学 校 15（木）14：55 〜 15：55
三 雲 小 学 校

2（金）
16（金）

10：15 〜 10：35
三雲東小学校 12：55 〜 13：35
三 雲 保 育 園 14：30 〜 14：50
菩 提 寺 小 学 校

14（水）
28（水）

10：25 〜 10：45
菩提寺北小学校 12：55 〜 13：35
菩 提 寺 保 育 園 14：35 〜 14：55
下 田 小 学 校

9（金）
12：55 〜 13：35

水 戸 小 学 校 14：50 〜 15：50

甲西図書館

石部図書館は11月から火曜日も開館します
　従来、火曜日は石部・甲西両館ともに休館していましたが、「毎日図書館が利用できるようにして
ほしい」との要望にこたえるため、11月から石部図書館は火曜日も開館します。甲西図書館が休館
となる月・火曜日は石部図書館を、石部図書館が休館となる水曜日は甲西図書館をご利用ください。
ただし、祝日は原則として両館とも休館です。

石部図書館の休館日が変わりました 平成20年３月まで
の試行です

琵琶湖周遊　鉄路の旅
― 清水薫写真展 ―

11月10日（土）～25日（日）
　琵琶湖の周囲を走る東海道本線、北陸
本線、湖西線の多種多様な列車と、琵琶
湖をはじめとした沿線の四季折々の風景
の写真を展示します。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

☆
11
月
３
日（
土
）は
祝
日
で
す
が
、
甲
西
図
書
館
は
開
館
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆（
予
告
） 

12
月
15
日（
土
）午
後
７
時
～
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」（
出
演
：
な
に
わ
ブ
ラ
ッ
ク
・
ペ
ッ
パ
ー
ズ
）を
開
催
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

読書週間記念

11月４日（日）まで

清水 薫 スライド上映会
11月24日（土） 午後２時～３時
　　２階視聴覚室
　写真展では展示しきれない鉄道写真を、出展者の清水さ
んがスライドで紹介します。
　参加申込は甲西図書館で受付中（電話可）。

関連行事

鉄道模型運転会
11月17日（土）・18日（日）
　Nゲージの鉄道模型を視聴覚室で走らせます。
Nゲージの持ち込み運転もできます。

場所

林 哲夫 「読む人」スケッチ展
※最終日は午後５時まで

展示コーナー
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子育て支援ホームページアドレス　 http://www.edu-konan.jp/kosodate/
　　　　　　　　　　　　　　　　ル kosodate-s@city.konan.shiga.jp
　 

石部子育て支援センター

（石部保育園隣接）　�77◦8570　�77◦8572
たんぽぽはうす
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分

お母さんと一緒にわらべうたで遊ぼう
■日時　12月19日（水）　午前10時30分～ 11時
■対象　平成17年４月２日～平成19年４月１日に生
まれた子どもとその保護者

■定員　20組（先着順）
■講師　ボランティアグループ「ちっちゃなかぜ」
■申込期間　11月26日（月）～ 30日（金）　電話可

◆おひさまらんど（子育て支援講座）

　 
子育て支援センター

（岩根保育園２階）　�・�72◦7089
ひまわり

日 月 火 水 木 金 土

1 ☆ 2☆ 3　

4　 5☆ 6☆ 7◇ 8 9☆ 10　

11　 12☆ 13☆ 14◇ 15☆ 16 17　

18　 19 20☆ 21◇ 22☆ 23 24　

25　 26☆ 27☆ 28◇ 29☆ 30

11月

☆開放日（午前10時～正午）

　ひよこ広場　　
◦19日（月）　午前10時～ 11時30分
　（受付：午前９時40分～９時50分）
　対象：８か月までの子ども
　内容：助産師による育児相談、ベビーマッサージ
　持ち物：バスタオル、母子健康手帳
　にこにこの日
◦８日（木）　午前10時30分～ 11時30分
　（受付：午前10時～ 10時15分）
　『親子ふれあい体操を楽しもう！』
　対象：２歳以上の子どもとその保護者
　持ち物：フェイスタオル
　講師：藤田恭子さん（AFAA公認エアロビクスイン
　　　　ストラクター）
◦16日（金）　午前10時～正午
     ( 受付：午前９時45分～ )
　『このゆびと・ま・れ！』
　～みんなでパンを作ろう！～
　場所：柑子袋公民館
　対象：２歳６か月以上の子どもとその保護者
　定員：15人（先着順）
　材料費：実費徴収
　申込期間：11月１日（木）～７日（水）
　講師：吉野明美さん
◦30日（金）　午前10時30分～ 11時30分
　（受付：午前10時15分～）　
　講演会『子どもの事故と安全・応急処置について』
　講師：山中清子（石部医療センター看護師長）
◦12月３日（月）　午前10時30分～ 11時
　（受付：午前10時15分～）　
　『おにぎり村の人形劇』
◇サークル使用日

「たんぽぽはうすで遊ぼう」
■日時　12月11日（火）　午前10時～ 11時
■対象　平成18年９月～平成19年３月生まれの子ど
もとその保護者

■定員　各15組（先着順）
■内容　親子ふれあい遊び、自由遊び
■申込期間　11月19日（月）～ 22日（木）　電話可

◆にこにこ広場（りすグループ）

　 
ビーンズ２３

　「ふたごちゃん、みつごちゃん以上」のサークル。
親子で自由に遊んだりおしゃべりをしています。
■対象年齢　未就園児
■活動日時　毎月第１水曜日　午前10時～正午
■活動場所　ひまわり・たんぽぽはうすほか
問子育て支援センターひまわり

子育てサークル紹介

◆	開放日（午前10時～ 11時30分）
　11月７日（水）・16日（金）・22日（木）・26日（月）
◆	子育て相談日（午前９時30分～ 11時30分）
　11月20日（火）
　保健師と栄養士が相談に応じます。
　身長・体重測定も行います。
※母子健康手帳をお持ちください。
※受付は、午前11時まで。

◎開館時間　午前９時〜午後４時

随時募集中

　 

■日時　11月18日（日）　午前10時～正午
■場所  あったかほーむいしべ宿
■対象  幼児・小学生とその保護者
■申込方法　11月13日（火）までに電話で。
問ＮＰＯ法人ワイワイあぼしクラブあったかほーむ
いしべ宿（担当：大野）　�・�77◦6723

けん玉で遊ぼう
　立命館大学のけん玉サークルとともにけん玉を楽
しみませんか。

参加料
無料

　 

健やか子育て講演会
■日時　12月７日（金）　午後１時～２時30分
■場所　光星学園三雲幼稚園
■演題　「子どもの発達に合わせた事故予防について」
　講師：澤田淳さん（京あんしんこども館所長）
■申込方法　12月４日（火）までに電話またはFAXで。
※託児サ－ビスがあります。申し込み時にお知らせく
ださい。
問光星学園三雲幼稚園　�72◦0077　�72◦8747

受講料
無料

　滋賀県子育て支援活動推進事業
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■日時　11月８日（木）　午前10時～ 11時30分
■対象　未就園の子どもと保護者

保育園や幼稚園での子どもたちのとっ
ておきの会話を紹介するコーナーです。
今月は水戸保育園です。

　子どもたちの笑顔がわたし
たちの心の糧です。すくすく
元気に育ってね。
晃三さん・紀衣さん（石部南）

北谷　早
さ

蓉
よ

ちゃん（３歳）

　　　惇
しゅん

伍
ご

ちゃん（11か月）

問：問い合わせ先

　特別なメニューはありません。子育ての先輩であ
るサポーターと一緒に楽しい時間を過ごしましょう。
　０歳の赤ちゃんからどなたでも参加できます。初
めての人も一度のぞいてみてください。申し込みは
不要です。
○11月５日（月）　三雲公民館
○11月12日（月）　岩根公民館
○11月19日（月）　�下田公民館
○11月26日（月）　石部公民館
■時間　午前10時～正午
問生涯学習課〔石部文化総合センター〕　
　�77◦6250　���77◦6253　

親子プレイステーション
子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ

子育てサロン

　クラスで飼育していたザリガニからたくさんの赤ちゃん
が生まれました。ザリガニの赤ちゃんが何匹も水槽のはしっ
こにかたまっているのを見て
Aちゃん「うわぁ〜いっぱい集まってるでー」
Bちゃん「ほんとや集まってるー」
保 育 士「なんで集まってるんかなぁ」
Aちゃん「きっと寒いからみんなで集まってるんやわ」

どしどしご応募ください。

問情報政策課　�71◦2300　�72◦3390
大募集

　毎日の子育てに追われているあなた。子どもを預
けて、自由な時間を過ごしてみませんか。
■日時　12月４日（火）　午前10時〜午後２時
■対象　市内に在住または在勤の女性で生後４か月
以上の未就学の子どもがいる人
■定員　子ども10人（先着順）
■参加費　子ども一人につき400円（保険料含む）
■持ち物　昼食（おにぎり）、お茶、着替え、バスタ
オル、ビニール袋など
■保育者　保育サポーター「ぽっぽ」
■申込方法　月〜土曜日の午前８時30分〜午後５時
15分に電話で。

三 雲 保 育 園
石 部 保 育 園
岩 根 保 育 園
下 田 保 育 園

�・�72◦1385
�・�77◦2073
�・�72◦1389
�・�75◦2420

平 松 保 育 園
阿 星 保 育 園
菩提寺保育園
水 戸 保 育 園

�・�72◦0390
�・�77◦2950
�・�74◦1373
�・�75◦0630

■対象　１歳～３歳の幼児とその保護者
■日時・内容　11月７日（水） 園庭開放
　　　　　　　 21日（水） お散歩
　午前10時～ 11時30分

あひるクラブ
甲西あかつき保育園　�72◦4960　�72◦4965

　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し
込みは不要です。
■日時　毎週火・水曜日　午前10時～正午

きじっこひろば
石部南公民館　�・�77◦2535

子育てリフレッシュタイム
女性センター　�・�72◦8588　

光星学園 子育て支援事業
三雲幼稚園　　�72◦0077　�72◦8747
ひかり幼稚園　�74◦3011　�74◦3461
水戸幼稚園　　�75◦3350　�75◦4425

☆とんとんとん　でておいで　　　　　　
三雲幼稚園　　11月 8 日（木）
ひかり幼稚園　11月22日（木）
水戸幼稚園　　11月15日（木）
■内容　人形劇を見ましょう
■対象　入園前の幼児とその保護者

☆ようちえんであそぼう！
　子育ての悩み相談などにも応じます。
三雲幼稚園　　11月14日（水）
ひかり幼稚園　11月14日（水）
水戸幼稚園　　11月21日（水）
■内容　４歳児と遊びましょう
■対象　2・3歳児（H15.４.２～ H17.４.１生まれ）
　とその保護者

■時間　いずれも午前10時30分～ 11時45分
　（受付：午前10時15分～）
■持ち物　上靴、水筒（お茶）、着替え、タオル
※申込受付は各園で行っています。
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　11月末で高齢者健診の受診期間が終了します。まだ
受診していない人は契約医療機関での受診をお勧めし
ます。
■対象　65歳以上の人（昭和18年３月31日までに生
まれた人）
■受診方法　市内契約医療機関（保健センターだよ
り、個人通知書などをご覧ください）で受診してく
ださい。
※医療機関によっては、健診日時を定めている場合が
ありますので確認し受診してください。
■持ち物　個人通知書（４月上旬に個人あてに郵送）、
「湖南市基本チェックリスト」（必ず事前に記入し
てください）、身分を証明するもの（健康保険証な
ど）
※個人通知書、「湖南市基本チェックリスト」を紛失
した人は保健センターへ連絡してください。

※眼底検査・心電図検査・ＨｂA１ｃ検査については、
検査が必要な場合のみ受診

幼児健診（受付：午後１時～ ２時15分　場所：保健センター）　乳
多少時間がかかります。
4月から健診場所が夏見の保健センターのみになっています。

４か 月 児 健 診 対象：平成19年７月生 11月29日（木）

10 か月児健診 平成19年１月生 11月26日（月）

１歳６か月児健診 平成18年４月生 11月６日（火）

２歳６か月児相談
・歯科健診 平成17年４月生 11月９日（金）

３歳６か月児健診 平成16年４月生 11月８日（木）

※�持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、歯ブラ
シ（10か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６か月児）
※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

■日時　12月３日（月）・７日（金）
　午前９時30分～ 11時30分
　午後１時30分～３時30分
※1時間ごとに約27名の予約
■場所　保健センター
■対象　市内在住の19歳以上の女性
■定員　各日とも110人（先着順）
■内容　骨密度測定（ＤＸＡ法）、保健指導（約20分）
■申込方法　11月12日（月）～16日（金）に保健センタ
　ーへ（電話可・ＦＡＸ不可）。11月28日（水）　午前10時〜午後３時

　　　 甲西文化ホール前駐車場
■�対象　18歳～ 69歳				  
■�持ち物　献血手帳、身分証明書（運転免許証・健康

保険証など）					   
※�65歳以上の人は、64歳までの間に献血経験のある人が対

象です。
※渡航歴などにより、献血できない場合があります。
※11月22日（木）までに保健センターへ予約してください。

献血にご協力ください

場所

成分献血
（予約制）

B C G 11月５日（月） 保健センター 生後3〜6か
月未満

※持ち物…母子健康手帳、予診票
※�番号札は当日午前８時30分から実施場所の玄関に出しています。
　会場を離れる場合は午後２時30分までにお戻りください。

防接種 （受付：午後1時15分〜 2時30分）予

11月10日（土）
午後1時30分〜 3時30分

親になるってどういうこと？
パパの妊婦・沐浴体験		

対象：妊婦・夫および家族
※持ち物…母子健康手帳、テキスト
※子どもの保育が必要な人は事前にお知らせください。

マ・パパ教室Ⅱ（受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）マ

11月28日（水）
午後1時30分〜 3時30分 離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象：平成19年６月生まれの乳児と保護者
※持ち物…母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの（お
　むつやミルク、お茶、バスタオル、おもちゃなど）

ぐもぐ教室 （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）も

保健センター 毎週火・水・木曜日　

石部保健センター 毎週月・金曜日

※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。
※持ち物…印鑑・妊娠届出書 (各保健センターにも備え付けています）

子健康手帳の交付 （受付：午前8時30分〜正午）母

自分の骨密度を
知っていますか

　骨密度測定のみの参加はご遠
慮ください。測定の結果を正し
く理解し、生活習慣などを振り
返るきっかけづくりを目的とし
ます。保健指導を受けることを
前提に申し込んでください。

受診料
無料

高齢者健診は
受けられましたか

受診料
無料
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各種相談 問：問い合わせ先

　求職活動やハローワークでの手続きのしかたなど就労に関する相談
や、職場でのトラブルに相談員が応じます。

11月の相談日　☆相談時間：午前９時〜11時30分

保健センター
�72◦4008　�72◦1481

石部保健センター
�77◦7008　�77◦7019

◇内容　離乳食や子どもの発達など
子育てに関する悩みや心配なこと

※�発達相談員による発達相談（予約
制）の紹介も行います。
※ �FAXでの相談は、Eメールか訪問
指導での回答となります。

育児相談

保健センター　          �71◦4150
◇�日時　月〜金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など

赤ちゃんホットライン
（電話相談）

少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟2階〕

�77◦7053　�77◦7059
　学校や家庭での生活、非行問題な
ど、悩みを抱える中高生やその保護
者の相談、就学・就労に関する20歳
未満の青少年の相談を受け付けてい
ます。面接相談のほか、電話による
相談も行います。
◇日時　月〜金曜日　
　午前９時〜午後４時

少年センター悩み事相談

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕��・�72◦4810
E メール   k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
　いじめや不登校などで悩みを抱え
る小中学生や、子どもの教育に悩ん
でいる保護者の相談を受け付けてい
ます。電話相談のほか、面談による
相談も行います。
◇日時　月〜金曜日
　午前９時〜午後５時

教育電話相談

地域包括支援センター〔東庁舎〕
�71◦4652　�72◦3788

◇日時　月〜金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分
※専門医によるもの忘れ相談（予約
制）の紹介も行います。

もの忘れについての電話
相談

育
児
・
教
育

相談窓口
○�まちづくり推進課住民総合相
談担当〔東庁舎〕 �

�71◦2360　�72◦3788
○�地域総合センター
　三雲会館� �・�72◦3166
　三雲教育集会所 

�・�72◦3301
　夏見会館� �・�72◦3083
　柑子袋会館� �・�72◦2993
　松籟会館� �・�77◦2972
　岩根会館� �・�72◦2292
では、人権相談をはじめとした各
種相談窓口を開設しています。
◇�日時　月〜金曜日（祝日を除く）
午前８時30分〜午後５時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　11月15日（木）
午後２時30分〜４時30分
（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課〔東庁舎〕 
　�71◦2354
　�72◦2201　

法律相談
　相談は無料、秘密は厳守され
ます。事前に予約が必要です。
一人30分、定員６人。
湖南市商工会石部支所　

�77◦4145
◇日時　11月９日（金）
　午後１時30分〜４時30分
◇場所　湖南市商工会石部支所

湖南市商工会 　   �72◦0038
◇日時　11月16日（金）
　午後１時15分〜４時15分
◇�場所　共同福祉施設（サンラ
イフ甲西）

☆相談時間：午後１時〜４時
問よろず相談…社会福祉協議会� �72◦4102　�72◦8898
　行政相談…まちづくり推進課〔東庁舎〕��71◦2360　�72◦3788
　人権相談…人権政策課〔東庁舎〕� �71◦2354　�72◦2201

よろず相談・行政相談・人権相談

問商工観光課〔東庁舎〕　�71◦2332　�72◦7964

就労相談

◇日時　11月６日（火）・20日（火）　 午前10時〜午後３時
◇場所　女性センター
問滋賀県雇用対策推進室　�72◦9311（相談日のみ）　�72◦7964

内職相談

８日（木） ９日（金）13日（火）27日（火）

社会福祉センター
�72◦4102 人 権 相 談 よろず相談 行 政 相 談

よろず相談
行 政 相 談

石部老人福祉センター
�77◦5045 − 人 権 相 談

行 政 相 談 − −

場所 日

地域包括支援センター〔東庁舎〕　
    �71◦4652　�72◦3788

 �77◦5243
�72◦8100
�74◦4093
�75◦2323

介護についての相談・高
齢者の生活相談・福祉用
具や住宅改修の相談

高齢者支援センターいしべ
高齢者支援センターみくも
高齢者支援センターぼだいじ
高齢者支援センターひえ

消費生活相談
安心安全課消費生活相談窓口〔東庁
舎〕� �71◦2360　�72◦2000
　消費生活に関する相談に専門の
資格を持った相談員が応じます。
◇日時　月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時15分〜午後４時

心
配
ご
と

高
齢
者し

ご
と

健康相談
保健センター

�72◦4008　�72◦1481
　保健師・管理栄養士などが健康につ
いての相談に応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

三 雲 会 館  6日（火）・20日（火） 三雲教育集会所 26日（月）
夏 見 会 館  2日（金）・16日（金） 柑子袋会館 8日（木）・22日（木）
松 籟 会 館 5日（月）・19日（月） 石部南公民館 14日（水）・28日（水）
岩 根 会 館  9日（金） 菩提寺公民館  1日（木）・15日（木）
下田公民館 13日（火）・27日（火） サンヒルズ甲西 7日（水）・21日（水）

※�FAXでの相談は、Ｅメールか訪問指
導での回答となります。
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　国宝である本堂の回廊に1000本近くの灯

と う

明
みょう

を
ともし、世界平和や献灯者の健康を祈願する千灯
会。今年も10月8日に行われた。
　虫の音が響く境内で、ゆらぐ光の帯に本堂が浮
かび上がり、あたりは幻想的な雰囲気に包まれた。平
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お
誕
生
お
め
で
と
う

赤 

ち
ゃ 

ん

56,451人
29,247人
27,204人
21,551世帯

（＋ １ ）

（＋ ４ ）

（− 3）

（＋18） 

人　口

　男

　女

世帯数

（平成19年10月１日現在）

（　　）内は前月比

　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

一、�美しい水と緑を大切にし、自
然と調和したまちをつくり
ます。

一、�たがいの人権を認めあい、思
いやりのあるまちをつくり
ます。

一、�子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちを
つくります。

一、�ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくりま
す。

一、�社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。
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湖 南 市 市 民 憲 章

　10月20日、雨山文化運動公園
で東海道石部宿まつり・楽市楽座が
開かれました。さわやかな秋晴れの
もと京都学生祭典オリジナルの踊
り「京炎そでふれ！」を披露する大
学生。出前教室では小さい子どもた
ちが「そでふれ」を教わる姿も見ら
れました。

今月の表紙

 


